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は
じ
め
に

中
世
後
期
に
お
い
て
、
諸
国
の
武
家
領
主
た
ち
を
支
配
・
統
制
す
る
上
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

の
は
国
ご
と
に
置
か
れ
て
い
た
守
護
権
力
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
守
護
の
支
配
す
る
分
国
の
中
に
は
奉
公
衆

な
ど
の
よ
う
に
室
町
幕
府
に
直
属
す
る
領
主
も
お
り
、
守
護
が
一
元
的
な
分
国
支
配
を
な
し
え
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
守
護
の
分
国
支
配
は
け
っ
し
て
全
国
一
律
の
も
の
で
は
な
く
、
国
内
の
諸
勢
力
と
の

関
わ
り
に
は
地
域
的
な
差
異
が
少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
幕
府
が
守
護
を
介
し
て
諸
国
の
武
家
領
主
を
統

制
さ
せ
る
の
が
、
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
の
基
軸
的
な
回
路
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う

。
（
１
） 

し
か
し
、
戦
国
期
に
入
る
と
、
幕
府
の
補
任
す
る
守
護
職
と
一
国
を
統
治
す
る
権
限
（
国
成
敗
権
）
が
乖

離
す
る
現
象
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
か
ら
守
護
職
に
補
任
さ
れ
て
い
な
い
の
に
国
成

敗
権
を
行
使
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
一
方

、
（
２
）

逆
に
守
護
職
に
補
任
さ
れ
て
も
分
国
支
配
が
実
現
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
。 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
備
後
は
山
名
氏
惣
領
家
で
あ
る
但
馬
山
名
氏
の
分
国
で
あ
り
、
但
馬
を
本
拠
地
と

す
る
山
名
氏
が
備
後
守
護
を
兼
ね
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
但
馬
山
名
氏
が
備
後
の
国
衆
を
統
制
す
る
の
が

本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
国
期
に
な
る
と
山
名
氏
に
代
わ
っ
て
大
内
氏
に
よ
る
備
後
国
衆
に

対
す
る
影
響
力
が
強
ま
り
、
や
が
て
備
後
は
事
実
上
の
大
内
氏
分
国
の
一
部
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
は
、
山
名
氏
の
保
持
す
る
守
護
職
と
国
成
敗
権
の
乖
離
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
様
な
動
き
は
隣
国

の
安
芸
や
石
見
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

備
後
と
安
芸
・
石
見
の
三
国
は
い
く
つ
か
の
共
通
し
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
備
後
と
安
芸
の
守
護
は
山

名
氏
惣
領
家
、
石
見
の
守
護
は
山
名
氏
庶
流
家
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
山
名
一
族
が
守
護
を
務
め
る
分
国
で
あ

る
。
そ
し
て
、
三
国
は
畿
内
近
国
か
ら
中
国
地
方
東
部
に
広
が
る
細
川
氏
の
勢
力
圏
と

、
（
３
）

周
防
・
長
門
か

ら
北
部
九
州
を
押
さ
え
る
大
内
氏
勢
力
圏
の
狭
間
に
位
置
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
関
し
て
、
応
永
の
乱
後

に
大
内
氏
封
じ
込
め
を
ね
ら
う
幕
府
が
山
名
氏
を
戦
略
的
に
備
後
や
安
芸
・
石
見
に
配
置
し
た
と
す
る
議

論
が
岸
田
裕
之
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

し
か
も
、
氏
に
よ
れ
ば
、
山
名
氏
の
備
芸
石
三
国
支
配

は
相
互
に
連
動
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
岸
田
氏
は
、
細
川
氏
に
代
表
さ
れ
る
中
央
権
力
と
そ
れ
に
対
抗
す
る

地
域
の
大
名
権
力(

大
内
氏)

と
い
う
構
図
の
中
に
備
芸
石
三
国
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
三
国
で
は
共
通
し
て
国
人
領
主
の
自
立
性
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
守
護
山
名
氏
は

彼
ら
の
統
制
に
苦
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
応
永
年
間
の
安
芸
で
は
、
国
人
の
所
領
・
所
職
の
整
理

を
図
ろ
う
と
し
た
山
名
満
氏
が
、
国
人
の
反
発
を
招
い
て
守
護
の
座
か
ら
更
迭
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起

き
て
い
る
。
石
見
で
も
国
人
が
守
護
代
の
非
法
を
幕
府
に
訴
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
幕
府
は
守
護
山
名
氏
を
通
し
て
で
は
な
く
、
直
接
に
国
人
た
ち
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
を
強
め

る
。
岸
田
氏
に
よ
れ
ば
、
守
護
山
名
氏
が
大
内
氏
と
提
携
を
深
め
る
と
い
う
情
勢
変
化
の
中
で
、
幕
府
は
山

名
氏
に
代
わ
っ
て
三
国
の
国
人
領
主
と
安
芸
武
田
氏
に
大
内
氏
の
封
じ
込
め
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
幕
府
と
大
内
氏
の
双
方
か
ら
の
圧
力
が
加
わ
る
中
で
、
国
人
た
ち
は
相
互
の
抗
争
に
よ

る
不
利
益
や
国
内
不
安
の
除
去
の
た
め
に
盟
約
を
結
び
、
国
人
領
主
連
合
が
形
成
・
発
展
し
て
い
く
と
論
じ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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戦
国
期
に
な
る
と
、
備
芸
石
三
国
は
大
内
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
。
山
名
氏
が
大
内
氏
と
の
提
携
を
深

め
る
中
で
、
国
衆
は
大
内
氏
の
強
い
影
響
力
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
三
国
は
大
内
氏
の
分
国
に
包

摂
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
大
内
氏
が
衰
退
・
滅
亡
し
た
後
は
毛
利
氏
の
支
配
下
へ
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
っ

た
。
国
を
統
治
す
る
権
限
（
国
成
敗
権
）
が
、
山
名
氏
か
ら
大
内
氏
、
そ
し
て
毛
利
氏
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
の
は
、
や
は
り
三
国
共
通
の
現
象
で
あ
る
。 

三
国
は
こ
う
し
た
共
通
性
を
持
つ
も
の
の
、
備
後
と
安
芸
・
石
見
と
の
相
違
点
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
る
。
市
川
裕
士
氏
は
、
山
名
氏
研
究
の
課
題
と
し
て
「
地
域
の
多
様
な
実
情
に
応
じ
て
、
山
名
氏
の
分
国

支
配
が
ど
の
よ
う
な
地
域
差
を
と
も
な
い
つ
つ
展
開
さ
れ
た
の
か
」
を
探
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

。
（
５
）

諸

国
の
守
護
の
行
使
す
る
権
限
は
決
し
て
均
質
な
も
の
で
な
く
、
分
国
内
外
の
諸
勢
力
と
の
関
係
に
制
約
さ

れ
、
地
域
社
会
の
状
況
に
対
応
し
て
歴
史
的
に
定
ま
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
山
名
氏
の
よ
う
に
複
数
の
分

国
を
有
す
る
場
合
に
も
、
各
分
国
の
地
域
的
差
異
に
注
意
し
て
守
護
支
配
の
あ
り
方
を
跡
づ
け
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

筆
者
は
、
旧
稿
に
お
い
て
中
世
後
期
の
石
見
に
お
け
る
守
護
支
配
の
あ
り
方
を
国
衆
の
自
立
的
な
動
き

や
盟
約
関
係
と
関
連
づ
け
て
論
じ
、
国
成
敗
権
が
山
名
氏
か
ら
大
内
氏
へ
と
移
動
す
る
事
情
を
考
察
し
た

。
（
６
）

本
稿
で
は
、
備
後
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
安
芸
や
石
見
と
比
較
し
な
が
ら
、
当
国
が
大
内
氏
の
支
配
下

に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
芸
石
両
国
と
比
較
対
照
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
の
特
質
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一

但
馬
山
名
氏
と
備
後
国
衆

(

１) 

応
仁
の
乱
前
後
の
備
後
国
衆 

備
後
と
安
芸
の
両
国
は
、
但
馬
山
名
氏
が
守
護
職
を
有
す
る
分
国
で
あ
っ
た
が
、
国
人
層
の
自
立
性
が
高

く
、
山
名
氏
は
彼
ら
の
統
制
に
腐
心
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
但
し
、
備
後
は
安
芸
に
比
べ
る
と
守
護
支
配

が
進
展
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
裕
之
氏
は
、
備
後
で
は
守
護
支
配
が
比
較
的
順
調
に
展

開
し
た
の
に
対
し
、
安
芸
・
石
見
で
は
国
内
に
大
内
氏
の
支
配
領
域
を
含
み
、
独
自
性
の
強
い
国
人
領
主
連

合
が
展
開
し
た
と
し
て
、
歴
史
的
な
差
異
に
注
意
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る

。
（
７
）

外
岡
慎
一
郎
氏
も
、
備

後
で
は
守
護
に
よ
る
領
域
的
支
配
が
進
展
す
る
中
で
国
人
が
守
護
被
官
と
奉
公
衆
に
分
岐
し
て
い
く
の
に

対
し
、
安
芸
で
は
事
実
上
の
守
護
不
在
状
況
下
で
使
節
遵
行
が
国
人
層
に
担
わ
れ
、
守
護
公
権
に
代
位
す
る

在
地
秩
序
の
形
成
に
向
か
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る

。
（
８
）

市
川
裕
士
氏
に
よ
れ
ば
、
安
芸
で
は
守
護
代
以
下

の
分
国
支
配
機
構
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
山
名
氏
は
備
後
守
護
代
を
安
芸
境
に
派
遣
し
て
安
芸
国
人
を

動
員
す
る
な
ど
、
備
後
守
護
代
が
安
芸
支
配
に
関
与
し
て
い
た
と
さ
れ
る

。
（
９
） 

こ
う
し
た
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
自
立
的
な
国
人
が
多
い
点
で
は
備
後
も
安
芸
や
石
見
と
同
じ
で

あ
り
、
守
護
に
よ
る
分
国
支
配
に
は
不
安
定
な
要
素
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
十

二
月
、
山
名
持
豊
は
一
族
の
上
総
介
（
熙
高
）
と
と
も
に
国
人
退
治
の
た
め
備
後
に
発
向
し
た

。
（
１
０
）

合
戦

に
及
ば
ぬ
う
ち
に
敵
勢
が
退
散
し
て
国
内
は
平
穏
に
戻
っ
た
と
は
い
え
、
但
馬
山
名
氏
の
支
配
に
抵
抗
す

る
動
き
が
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
七
月
、
持
豊
の
家
督
相
続
に
反
発

す
る
兄
持
熙
が
持
豊
に
敵
対
し
て
兵
を
挙
げ
た
の
も
備
後
に
お
い
て
で
あ
っ
た

。
（
１
１
）

国
府
城
に
楯
籠
っ

た
持
熙
は
持
豊
方
の
軍
兵
に
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
備
後
国
内
に
持
熙
と
結
ん
で
反
乱
に
加
わ
っ
た

勢
力
が
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

戦
国
期
の
幕
開
け
と
さ
れ
る
応
仁
の
乱
の
際
に
も
、
備
後
は
東
西
両
軍
の
衝
突
の
舞
台
と
な
っ
た
。
当

時
、
備
後
の
守
護
は
但
馬
山
名
氏
の
惣
領
で
あ
る
宗
全
（
持
豊
）
の
息
子
是
豊
が
務
め
て
い
た
が
、
是
豊
は

西
軍
の
総
帥
で
あ
る
父
に
背
い
て
東
軍
に
加
わ
っ
た
。
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
十
一
月
、
是
豊
は
備
後
の

東
軍
の
テ
コ
入
れ
の
た
め
に
下
向
し
て
、
宮
氏
を
降
伏
さ
せ
る
な
ど
一
定
の
戦
果
を
挙
げ
た
。
是
豊
が
畿
内

に
戻
っ
た
後
、
備
後
で
は
再
び
西
軍
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、
宗
全
は
守
護
代
の
宮
田
教
言
を
派
遣
し
て
国

内
の
制
圧
を
図
り
、
大
内
勢
も
こ
れ
に
合
力
し
た

。
（
１
２
）

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
是
豊
は
文
明
三
年
四
月
に
再

び
備
後
に
進
攻
し
て
東
軍
へ
の
組
織
化
を
図
っ
て
い
る

。
（
１
３
） 

こ
の
よ
う
に
、
大
乱
時
に
は
備
後
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
山
名
是
豊
方
と
そ
の
父
宗
全
方
が
争
い
、
国
内
の

領
主
た
ち
も
東
西
二
つ
に
分
か
れ
て
対
立
し
た
。
杉
原
氏
な
ど
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
拠
点
を
も
つ
奉
公
衆

系
の
国
衆
の
中
に
は
東
軍
に
加
わ
る
者
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
山
内
・
和
智
・
田
総
・
三
吉
・
江
田
の
諸

川
岡
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氏
な
ど
内
陸
部
の
国
衆
は
西
軍
の
側
に
立
つ
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宗
全
が
田
総
氏
に
宛
て
た
書

状
に
は
、「
就
国
之
儀
、
面
々
暇
事
雖
申
候
、
京
都
無
人
事
候
間
、
堅
相
留
候
之
処
、
領
承
令
悦
喜
候
、
仍

国
事
、
是
又
涯
分
可
致
奔
走
忠
節
由
、
親
類
被
官
人
等
ニ
能
々
可
被
申
付
候
、
然
者
依
粉
骨
必
々
可
相
計
恩

賞
候
、
猶
々
憑
入
候
也
」
と
あ
り
、
備
後
か
ら
上
洛
し
て
い
た
国
衆
の
中
に
は
「
国
之
儀
」（
国
内
情
勢
）

が
気
に
か
か
っ
て
下
向
し
よ
う
と
す
る
者
が
多
く
、
宗
全
は
彼
ら
を
京
都
に
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
腐
心
し

て
い
る

。
（
１
４
） 

東
西
両
軍
は
、
備
後
を
確
保
す
る
た
め
に
国
内
の
領
主
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
隣
国
の
軍
勢
に
も
協
力
を
求

め
た
。
是
豊
の
備
後
再
進
攻
に
あ
た
っ
て
、
東
軍
は
大
内
政
弘
の
伯
父
教
幸
（
道
頓
）
に
合
力
を
要
請
し
、

こ
れ
に
応
え
て
進
軍
中
の
教
幸
を
西
軍
の
政
弘
の
代
官
陶
弘
護
が
襲
撃
し
て
い
る

。
（
１
５
） 

西
軍
の
宗
全
の
側
も
、
備
後
の
敵
方
に
対
抗
す
る
た
め
安
芸
の
国
衆
や
防
長
の
大
内
勢
に
期
待
を
寄
せ

た
。
文
明
三
年
、
そ
れ
ま
で
東
軍
に
加
勢
し
て
安
芸
か
ら
備
後
に
攻
め
込
ん
で
い
た
毛
利
豊
元
は
、
大
内
氏

の
東
西
条
代
官
で
あ
る
安
富
行
房
の
誘
い
に
よ
り
西
軍
に
寝
返
っ
た
。
大
内
政
弘
・
山
名
宗
全
に
一
味
し
て

兵
を
挙
げ
た
豊
元
は
、
江
田
籏
返
を
後
巻
し
て
東
軍
山
名
頼
忠
と
小
早
川
氏
の
陣
を
崩
し
、
勢
い
に
乗
り
山

内
氏
の
籠
る
甲
山
を
後
詰
し
て
下
江
田
に
進
出
、
頼
忠
の
父
是
豊
を
退
散
さ
せ
た
と
い
う

。
（
１
６
）

豊
元
は
こ

の
戦
功
に
よ
り
山
名
氏
か
ら
備
後
に
三
千
貫
の
知
行
地
を
宛
行
わ
れ
、
大
内
氏
か
ら
も
安
芸
の
西
条
千
貫

を
与
え
ら
れ
て
い
る

。
（
１
７
） 

陶
弘
護
が
「
於
備
後
山
名
弾
正

（
是
豊
）

忠
殿
父
子
出
張
候
、
芸
州
国
人
々
并
東
西
条
郡
代
安
富
左 （

行

衛 房
）

門
大
夫
以

下
馳
向
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

、
（
１
８
）

西
軍
は
備
後
を
確
保
す
る
上
で
安
芸
の
国
衆
と
大
内
氏
の
東
西

条
代
官
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
大
内
氏
と
結
ん
で
備
後
に
所
領
を
得
た
毛
利
氏
は
、
安
芸
か
ら
備
後
へ

と
影
響
力
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

(

２) 

播
磨
争
奪
戦
の
敗
北
と
備
後
国
衆 

永
享
年
間
の
山
名
持
豊
と
持
熙
の
対
立
、
応
仁
の
乱
時
の
宗
全
（
持
豊
）
と
そ
の
子
是
豊
の
抗
争
な
ど
、

但
馬
山
名
氏
の
分
裂
・
抗
争
は
備
後
の
国
衆
た
ち
を
度
々
戦
闘
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
大
乱
終
結

後
も
、
備
後
の
領
主
た
ち
が
山
名
氏
の
家
督
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
例
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
が
政
豊
と

そ
の
子
俊
豊
の
抗
争
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
但
馬
山
名
氏
に
よ
る
播
磨
出
兵
と
敗
退
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。 

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
以
降
、
山
名
政
豊
は
赤
松
氏
と
播
磨
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
備
後
の

国
衆
も
播
磨
に
従
軍
し
て
い
る
。
文
明
十
六
・
十
七
年
頃
に
山
内
豊
成
が
播
磨
国
内
に
給
分
を
獲
得
し
て
い

る
が

、
（
１
９
）

こ
れ
は
播
磨
の
合
戦
に
加
わ
っ
て
論
功
行
賞
に
預
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
山
名

氏
か
ら
播
磨
国
内
に
給
分
を
与
え
ら
れ
て
い
た
田
総
豊
里
も
、
赤
松
勢
と
の
戦
闘
に
参
陣
し
、
同
十
七
年
二

月
二
十
二
日
に
備
前
福
岡
の
合
戦
で
戦
死
し
て
い
る

。
（
２
０
）

し
か
し
、
足
か
け
六
年
に
わ
た
る
赤
松
勢
と
の

交
戦
の
末
に
、
山
名
勢
は
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
七
月
、
政
豊
は
播
磨
坂
本

か
ら
出
奔
し
、
備
後
の
国
衆
も
悉
く
撤
退
す
る
の
で
あ
る

。
（
２
１
） 

播
磨
争
奪
戦
の
敗
北
は
、
政
豊
の
地
位
の
不
安
定
化
を
招
き
、
山
名
氏
の
一
族
や
内
衆
・
国
人
ら
が
政
豊

か
ら
離
反
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
備
後
の
守
護
を
務
め
て
い
た
俊
豊
が
政

豊
に
不
信
感
を
抱
く
勢
力
と
結
び
つ
き
、
政
豊
・
俊
豊
父
子
の
対
立
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

播
磨
撤
退
の
直
後
、
政
豊
を
山
名
氏
の
家
督
か
ら
退
け
て
俊
豊
を
新
当
主
に
擁
立
し
よ
う
と
す
る
勢
力

が
但
馬
国
内
で
兵
を
挙
げ
た
。
こ
の
時
に
政
豊
側
に
つ
い
た
の
は
田
公
肥
後
守
父
子
や
そ
の
寄
子
、
馬
廻
衆

十
人
な
ど
に
限
ら
れ
、
国
人
頭
二
十
六
人
な
ど
山
名
氏
の
家
臣
の
多
く
は
政
豊
に
背
い
た
。『
蔭
涼
軒
日
録
』

長
享
二
年
八
月
十
七
日
条
に
「
備
後
衆
悉
背
金
吾
」
と
あ
り
、
備
後
の
国
衆
も
多
く
が
俊
豊
側
に
立
っ
た
よ

う
で
あ
る
。 

翌
年
正
月
、
俊
豊
は
石
清
水
八
幡
宮
に
捧
げ
た
願
書
の
中
で
、
備
後
が
思
い
通
り
に
な
れ
ば
藁
江
荘
の
返

付
を
約
束
す
る
と
誓
っ
て
お
り
、
備
後
の
確
保
を
祈
願
し
て
い
る

。
（
２
２
）

俊
豊
は
備
後
国
衆
の
所
領
を
安
堵

し
た
ほ
か
、
代
官
職
に
任
じ
た
り
、
給
分
を
付
与
し
た
り
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
組
織
化
を
進
め
た

。
（
２
３
）

安

芸
か
ら
備
後
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
毛
利
氏
も
、
俊
豊
か
ら
所
領
を
安
堵
さ
れ
、
新
た
な
知
行
地
も
宛
行

わ
れ
て
い
る

。
（
２
４
） 

備
後
国
衆
の
う
ち
、
俊
豊
が
と
り
わ
け
重
用
し
て
中
心
的
な
地
位
に
す
え
た
の
が
山
内
氏
で
あ
る
。
俊
豊

は
国
衆
の
着
座
の
次
第
を
取
り
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
山
内
豊
成
を
「
座
上
」
に
位
置
づ
け
、
山
内
氏
を
通

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 
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じ
て
国
衆
の
統
制
を
図
ろ
う
と
し
た

。
（
２
５
）

俊
豊
は
豊
成
に
宛
て
て
「
国
中
事
者
、
相
尋
可
加
下
知
候
」
と

約
束
し
、
豊
成
・
直
通
父
子
が
不
儀
を
犯
さ
な
い
限
り
「
国
之
儀
永
可
申
付
候
也
」
と
申
し
送
っ
て
い
る

。
（
２
６
）

豊
成
は
俊
豊
の
信
頼
に
応
え
て
「
国
之
儀
」
を
俊
豊
に
注
進
し
、
忠
節
に
励
ん
だ

。
（
２
７
）

俊
豊
は
山
内

氏
を
重
ん
じ
、
同
氏
を
通
じ
て
備
後
の
情
勢
を
把
握
し
、
国
内
の
計
略
に
当
た
ら
せ
る
体
制
を
整
え
て
い
く

の
で
あ
る
。 

備
後
国
内
で
は
山
内
氏
を
中
心
に
政
豊
か
ら
離
反
す
る
動
き
が
拡
大
し
た
が
、
広
沢
衆
（
和
智
氏
・
江
田

氏
）
な
ど
政
豊
方
の
国
衆
も
お
り
、
俊
豊
の
支
持
基
盤
は
万
全
で
な
か
っ
た

。
（
２
８
）

三
吉
氏
に
も
政
豊
方
か

ら
誘
い
の
手
が
伸
び
て
い
る

。
（
２
９
）

俊
豊
は
備
後
を
制
圧
す
る
た
め
に
安
芸
の
毛
利
氏
や
沼
田
小
早
川
氏
、

出
雲
の
三
沢
氏
に
合
力
を
求
め
る
一
方
、
幕
府
中
枢
の
細
川
政
元
や
周
防
の
大
内
政
弘
に
も
書
状
を
送
っ

て
、
山
名
氏
の
新
当
主
の
座
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る

。
（
３
０
） 

し
か
し
、
但
馬
山
名
氏
当
主
の
政
豊
か
ら
俊
豊
へ
の
代
替
わ
り
は
結
局
の
と
こ
ろ
実
現
し
な
か
っ
た
。
明

応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
但
馬
国
内
の
合
戦
で
政
豊
方
が
勝
利
し
、
多
く
の
俊
豊
方
の
家
臣
が
戦
死
を
遂
げ

た
。
こ
の
後
、
俊
豊
は
備
後
の
勢
力
な
ど
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
復
権
を
図
る
も
の
の
、
や
が
て
史
料

上
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

。
（
３
１
）

こ
う
し
て
山
名
氏
の
内
紛
は
収
束
し
て
い
く
が
、
そ
の
後
も

山
名
氏
と
筆
頭
家
臣
で
あ
る
垣
屋
氏
が
対
立
す
る
な
ど
、
但
馬
で
は
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
山
名

氏
に
と
っ
て
、
俊
豊
を
支
持
し
た
備
後
国
衆
と
の
関
係
を
修
復
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

二

備
後
と
芸
石
両
国
に
お
け
る
守
護
支
配
の
展
開

(

１) 

山
名
致
豊
の
備
後
支
配
と
因
幡
山
名
氏 

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
正
月
に
山
名
政
豊
が
亡
く
な
る
と
、
政
豊
の
次
男
致
豊
が
但
馬
山
名
氏
の
家
督

を
継
い
だ
。
致
豊
は
備
後
国
衆
の
統
制
に
手
を
焼
い
た
ら
し
く
、
山
内
氏
が
広
沢
衆
の
知
行
地
を
押
領
し
た

と
し
て
非
難
し
、
押
領
地
を
返
付
さ
せ
る
た
め
田
総
氏
に
協
力
を
求
め
る
書
状
を
送
っ
た

。
（
３
２
）

守
護
代
の

太
田
垣
胤
朝
も
、
備
後
に
お
い
て
守
護
の
命
令
に
応
じ
な
い
者
は
成
敗
を
加
え
る
と
す
る
山
名
氏
の
意
向

を
田
総
氏
に
伝
え
て
い
る

。
（
３
３
）

実
際
、
備
後
国
衆
の
中
核
的
な
存
在
で
あ
る
山
内
直
通
（
豊
通
）
に
対
し

て
山
名
氏
か
ら
退
治
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

。
（
３
４
） 

次
の
史
料
は
、
備
後
の
国
衆
杉
原
氏
に
宛
て
て
、
太
田
垣
亀
房
丸
を
備
後
の
守
護
代
に
任
じ
た
こ
と
を
知

ら
せ
た
も
の
で
あ
り
、
守
護
側
か
ら
国
衆
に
宛
て
た
文
書
の
通
例
と
し
て
書
状
形
式
を
と
っ
て
い
る
。 

 

〔
史
料
１

〕
（
３
５
） 

備
後
国
守
護
代
職
事
、
亀
房
丸
申
付
候
、
此
旨
可
令
存
知
候
、
猶
委
細
礼
部
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、 

十
月
廿
八
日

致

（
山
名
）

豊

判 

杉
原
高
須
右 （

元

馬 盛
）

助
殿 

 

〔
史
料
２

〕
（
３
６
） 

備
後
国
守
護
代
職
事
、
亀
房
被
仰
下
候
、
珍
重
候
、
如
先
規
可
被
応
御
下
知
候
、
猶
山
内
可
申
候
、
恐
々

謹
言
、 

十
一
月
廿
一
日

豊

（
太
田
垣
）

重

判 

杉
原
高
須
右 （

元

馬 盛
）

助
殿 

 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
備
後
守
護
を
務
め
る
山
名
致
豊
の
書
状
〔
史
料
１
〕
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
う
け

て
「
礼
部
」、
す
な
わ
ち
山
名
一
族
で
あ
り
因
幡
守
護
を
務
め
る
治
部
少
輔
豊
重
が
副
状
〔
史
料
２
〕
を
送

付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
豊
重
の
副
状
は
上
山
加
賀
守
と
渡
辺
三
郎
左
衛
門
尉
に
宛
て
た
も
の
も
確
認

さ
れ
、
と
も
に
十
一
月
二
十
一
日
付
、
文
言
も
ほ
ぼ
同
文
で
、
や
は
り
致
豊
の
「
御
下
知
」
に
応
じ
る
べ
き

こ
と
を
伝
え
て
い
る

。
（
３
７
）

「
猶
山
内
可
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
内
氏
か
ら
指
示
を
与
え
る
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
但
馬
山
名
氏
が
守
護
を
務
め
る
備
後
の
国
衆
の
統
制
に
、
因

幡
山
名
氏
が
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
史
料
も
あ
る
。 

 

川
岡

勉 
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〔
史
料
３

〕
（
３
８
） 

伯
州
出
張
之
事
、
雖
度
々
申
下
候
、
就
行
事
山
之
儀
延
引
由
候
条
、
不
及
是
非
候
之
処
、
彼
要
害
落
去

之
由
候
間
、
然
上
者
急
度
山
内
次
郎

（
直
通
）

四
郎
相
談
、
至
伯
州
令
出
張
、
可
被
抽
忠
節
之
事
肝
要
候
、
恐
々

謹
言
、 

十
二
月
廿
一
日

致

（
山
名
）

豊
（
花
押
） 

田
総
藤
蔵
人
殿 

〔
史
料
４

〕
（
３
９
） 

就
伯
州
出
張
之
儀
、
従
次
郎

（
致
豊
）

殿
重
而
被
仰
下
候
、
山
内
次
郎

（
直
通
）

四
郎
被
相
談
、
急
度
被
相
動
候
者
尤
可

然
存
候
、殊

相

州

（
山
名
尚
之
）

所
行
言
語
道
断
之
儀
候
、此
刻
各
忠
節
肝
要
候
、又
於
豊
重
別
而
可
為
本
望
候
、

委
曲
猶
山
内
并
使
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、 

十
二
月
廿
二
日

豊

（
山
名
）

重
（
花
押
） 

田
総
藤
蔵
人
殿 

 

〔
史
料
３
〕
は
守
護
山
名
致
豊
が
田
総
氏
に
対
し
て
伯
耆
出
張
を
命
じ
た
も
の
で
、
山
内
次
郎
四
郎
（
直

通
）
と
相
談
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。〔
史
料
４
〕
は
、
因
幡
守
護
の
山
名
豊
重
が
「
次
郎

殿
」（
致
豊
）
の
意
を
受
け
て
、
同
じ
く
山
内
直
通
と
相
談
し
て
伯
耆
攻
め
を
行
う
よ
う
田
総
氏
に
命
じ
た

も
の
で
あ
る
。「
相
州
」（
伯
耆
守
護
の
山
名
尚
之
）
の
所
行
を
咎
め
た
但
馬
山
名
氏
が
、
尚
之
を
討
伐
す
る

た
め
の
軍
事
行
動
を
備
後
国
衆
に
命
じ
る
に
あ
た
り
、
因
幡
山
名
氏
が
こ
れ
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
岡
村
吉
彦
氏
は
、
致
豊
→
豊
重
→
山
内
氏
→
備
後
国
衆
と
い
う
命
令
の
伝
達
経
路
が
確
認
さ
れ
る
と

し
て
、
但
馬
山
名
氏
が
因
幡
山
名
氏
の
上
位
に
存
在
し
て
い
る
様
子
を
示
す
と
評
価
す
る

。
（
４
０
）

一
方
、
渡

邊
大
門
氏
は
、
致
豊
書
状
の
副
状
を
豊
重
が
発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
但
馬
・
因
幡
両
山
名
氏
に
よ
る
伯

耆
・
備
後
の
共
同
支
配
が
確
立
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る

。
（
４
１
） 

備
後
の
守
護
は
但
馬
山
名
氏
が
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
で
あ
れ
ば
致
豊
の
文
書
が
備
後
国

衆
に
宛
て
て
出
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
す
む
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
備
後
国
衆
の
命
令
下
達
に
お
い
て
因
幡

守
護
の
豊
重
の
関
与
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
備
後
国
衆
に
対
す
る
統
制
が
但
馬
山
名
氏
の
出
す
文

書
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
因
幡
山
名
氏
が
そ
れ
を
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
読
み
取
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。 

こ
う
し
た
事
態
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
に
は
但
馬
山
名
氏
（
致
豊
）
に
よ
る
備
後

に
対
す
る
支
配
力
の
低
下
、
も
う
一
つ
は
山
名
氏
の
同
族
連
合
体
制
の
存
在
で
あ
る
。
山
名
氏
に
お
い
て

は
、
但
馬
の
惣
領
家
を
中
心
に
庶
流
一
族
を
結
集
さ
せ
る
体
制
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
（
４
２
）

こ
の
体
制
は
応
仁
の
乱
後
も
解
体
し
て
は
お
ら
ず
、
山
名
一
族
は
共
同
歩
調
を
取
り
な
が
ら
戦
国
の
争
乱

を
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
た
。
永
正
年
間
、
備
後
支
配
の
弱
体
化
に
直
面
し
た
但
馬
山
名
氏
は
、
同
族
連
合

体
制
で
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
困
難
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
因
幡
守
護

の
山
名
豊
重
を
介
在
さ
せ
る
形
で
備
後
国
衆
を
統
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

山
名
豊
重
は
若
い
時
か
ら
足
利
将
軍
家
の
移
動
に
付
き
従
う
御
供
衆
と
し
て
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ

り
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
に
足
利
義
尚
が
近
江
に
出
陣
し
た
時
に
も
在
陣
衆
の
中
に
山
名
俊
豊
ら
と
と

も
に
豊
重
の
名
前
が
見
え
る

。
（
４
３
）

延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
足
利
義
材
が
近
江
に
出
陣
す
る
時
に
も
豊

重
は
こ
れ
に
加
わ
り
、
父
豊
時
と
と
も
に
義
材
に
仕
え
た
。
こ
の
軍
事
行
動
の
際
に
は
、
俊
豊
が
二
千
人
の

兵
を
率
い
て
上
洛
し
、
山
内
豊
成
の
息
子
直
通
な
ど
備
後
国
衆
も
俊
豊
に
従
っ
て
入
京
し
て
い
る

。
（
４
４
）

俊

豊
が
但
馬
山
名
氏
の
当
主
の
座
を
ね
ら
っ
て
義
材
に
接
近
す
る
中
で
、
山
内
氏
な
ど
備
後
国
衆
が
義
材
に

仕
え
る
豊
重
と
交
流
を
深
め
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
明
応
二
年
に
細
川
政
元
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
義
材
は
将
軍
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ

さ
れ
て
し
ま
う
（
明
応
の
政
変
）。
こ
の
時
、
因
幡
守
護
豊
時
が
政
元
方
に
つ
い
た
の
に
対
し
、
子
の
豊
重

は
義
材
方
に
味
方
し
た
と
さ
れ

、
（
４
５
）

豊
重
と
義
材
の
親
密
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
政
変
後
、
豊
重
は
幕
政

か
ら
排
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
俊
豊
も
但
馬
の
合
戦
で
敗
北
し
、
但
馬
回
復
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
没
落
し

て
い
っ
た
。
俊
豊
を
支
持
し
て
い
た
備
後
国
衆
と
但
馬
山
名
氏
の
関
係
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。 

政
豊
没
後
に
山
名
氏
の
当
主
と
な
っ
た
致
豊
が
、
備
後
国
衆
の
統
制
を
図
る
た
め
頼
っ
た
の
が
因
幡
山

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 
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名
氏
の
豊
重
で
あ
っ
た
。
豊
重
は
永
正
年
間
に
は
守
護
職
を
継
い
で
因
幡
に
在
国
し
て
い
た
よ
う
で
、
将
軍

へ
の
返
り
咲
き
を
ね
ら
う
義
尹
（
義
材
か
ら
改
名
）
よ
り
上
洛
へ
の
協
力
を
要
請
さ
れ
て
い
る

。
（
４
６
）

豊
重

は
娘
を
義
尹
の
側
室
に
入
れ
る
な
ど
、
義
尹
と
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

。
（
４
７
）

こ
れ
に
対
し
て
、

致
豊
は
義
尹
に
敵
対
す
る
足
利
義
澄
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
義
澄
が
没
落
す
る
と

家
臣
団
の
支
持
を
失
っ
て
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る

。
（
４
８
） 

こ
う
し
た
事
情
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
る
と
、
致
豊
が
備
後
国
衆
を
統
制
・
動
員
す
る
た
め
因
幡
守
護
の

豊
重
を
介
在
さ
せ
た
理
由
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
衆
た
ち
に
と
っ
て
は
備
後
の
守
護
職
を

握
る
致
豊
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ
り
、
む
し
ろ
国
衆
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
は
俊
豊
と
同
様
に
義
材

（
義
尹
）
派
で
あ
っ
た
豊
重
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
因
幡
山
名
氏
に
よ
る
備
後
支
配
の
補
完
体
制
は
、
明
応

年
間
以
来
の
守
護
山
名
氏
と
備
後
国
衆
の
対
立
に
淵
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

な
お
、〔
史
料
２
・
３
・
４
〕
か
ら
は
、
山
名
氏
の
備
後
支
配
を
山
内
氏
が
支
え
て
い
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。
同
様
な
状
況
は
他
の
史
料
か
ら
も
検
出
さ
れ
、
致
豊
が
杉
原
高
須
氏
や
上
山
氏
に
宛
て
た
書
状
に
は

「
以
国
次
之
儀
、
毎
事
山
内
相
談
馳
走
肝
要
候
」
と
い
う
文
言
が
認
め
ら
れ
る

。
（
４
９
）

備
後
で
は
何
事
も
山

内
氏
と
相
談
す
べ
き
こ
と
が
「
国
次
之
儀
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
は
山
内
氏
を
退
治
す
る

山
名
氏
の
命
令
が
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
内
氏
を
国
衆
統
制
の
中
心
に
す
え
る
俊
豊
以
来
の
方

式
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
備
後
で
は
、
山
内
氏
を
中
核
と
す
る
国
内
秩
序
が
根
強
く
存
在

し
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る

。
（
５
０
） 

(

２) 

大
内
氏
に
よ
る
芸
石
両
国
の
分
国
化 

戦
国
期
の
備
後
で
は
因
幡
山
名
氏
が
補
完
す
る
形
で
守
護
山
名
氏
の
分
国
支
配
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
う
し
た
方
式
は
安
芸
や
石
見
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
石
見
の
事
例
に
つ
い
て
は

旧
稿
で
検
討
し
た
が
、
応
仁
の
乱
以
後
の
石
見
に
お
い
て
国
衆
の
統
制
を
中
心
的
に
担
っ
た
の
は
大
内
氏

で
あ
り
、
山
名
氏
が
石
見
国
内
に
権
限
を
行
使
し
た
形
跡
は
乏
し
い

。
（
５
１
）

大
内
氏
は
国
衆
の
相
互
対
立
を

停
止
さ
せ
、
盟
約
関
係
を
結
ば
せ
る
な
ど
し
て
石
見
国
内
に
影
響
力
を
拡
大
し
た
。
国
衆
の
中
に
あ
っ
て
、

と
く
に
大
内
氏
に
接
近
し
て
関
係
強
化
に
乗
り
出
し
た
の
は
益
田
氏
で
あ
り
、
同
氏
は
大
内
氏
と
国
衆
側

を
結
び
つ
け
る
窓
口
と
し
て
機
能
し
た
。
国
衆
の
組
織
化
を
進
め
た
大
内
氏
は
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）

に
守
護
職
を
獲
得
し
て
石
見
の
分
国
化
を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

安
芸
に
つ
い
て
も
、
既
に
応
仁
の
乱
中
、
在
京
す
る
大
内
政
弘
に
代
わ
っ
て
国
元
を
守
っ
て
い
た
陶
弘
護

が
毛
利
氏
に
宛
て
て
宍
戸
氏
と
の
堺
相
論
を
和
解
し
た
こ
と
を
賞
す
書
状
を
送
っ
て
い
る
が

、
（
５
２
）

大
乱

後
は
一
段
と
大
内
氏
が
前
面
に
出
て
国
衆
の
統
制
を
図
る
よ
う
に
な
る
。
明
応
年
間
に
入
る
と
、
竹
原
小
早

川
氏
と
野
間
氏
の
抗
争
に
つ
い
て
「
為
御
当
家
不
可
然
候
」
と
申
し
送
っ
て
一
味
す
る
こ
と
を
要
請
し

、
（
５
３
）

平
賀
氏
が
沼
田
小
早
川
氏
領
に
発
向
し
た
と
す
る
情
報
を
受
け
て
「
無
為
之
儀
肝
要
」
と
毛
利
氏
に

申
し
送
る
な
ど

、
（
５
４
）

大
内
氏
は
盛
ん
に
国
衆
ど
う
し
の
紛
争
停
止
を
呼
び
か
け
和
平
勧
告
を
行
っ
て
い

る
。
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
に
備
中
三
村
氏
が
宍
戸
氏
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
時
に
は
、
大
内
義
興
は
天
野
・

平
賀
氏
に
宍
戸
合
力
を
命
じ
る
書
状
を
送
っ
た

。
（
５
５
）

石
見
と
同
じ
よ
う
に
、
国
衆
の
相
互
盟
約
を
斡
旋
し
、

彼
ら
の
協
力
を
得
る
形
で
国
内
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
大
内
氏
の
や
り
方
が
安
芸
で
も
確
認
で
き
る
の
で

あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
芸
石
両
国
で
は
守
護
山
名
氏
か
ら
国
衆
に
命
令
を
伝
え
る
文
書
自
体
が
見
ら
れ
な
く

な
り
、
大
内
氏
が
山
名
氏
の
役
割
を
肩
代
わ
り
す
る
よ
う
な
動
き
を
示
し
た
。
大
内
氏
が
芸
石
国
衆
に
対
し

こ
う
し
た
統
制
力
を
発
揮
で
き
た
の
は
、
両
国
が
大
内
氏
の
本
国
で
あ
る
周
防
・
長
門
に
隣
接
し
、
大
内
氏

と
歴
史
的
に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
旧
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
十
五
世
紀
前
半
の
石
見

に
お
い
て
、
幕
府
の
命
令
は
守
護
山
名
氏
ル
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
国
衆
を
動
か
し
た
り
大
内
氏
を
介
在
さ
せ

た
り
す
る
な
ど
、
複
数
の
回
路
で
地
域
社
会
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
安
芸
で
も
、
大
内
義
弘
が
「
雖
他
国
事

候
」
と
言
い
な
が
ら
、
毛
利
氏
の
所
領
の
安
堵
申
請
を
幕
府
に
取
り
次
い
だ
例
が
あ
る

。
（
５
６
）

大
内
氏
は
永

享
年
間
の
九
州
出
兵
に
あ
た
り
、
芸
石
衆
の
支
援
を
幕
府
に
要
請
し
、
守
護
山
名
氏
の
動
員
に
よ
り
彼
ら
の

参
陣
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
大
内
氏
に
お
け
る
持
世
と
持
盛
の
家
督
紛
争
の
際
に
は
、
山
名
氏
が
持
世
を
合

力
し
て
芸
石
勢
の
動
員
を
図
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
幕
府
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
。
逆
に
芸
石
両
国
の

戦
乱
に
大
内
氏
が
介
入
す
る
場
合
も
あ
り
、
十
五
世
紀
半
ば
に
は
大
内
勢
が
厳
島
神
主
家
と
結
ん
で
安
芸

に
進
攻
し
、
武
田
氏
と
交
戦
し
て
い
る
。
山
名
氏
の
分
国
で
あ
る
芸
石
両
国
は
大
内
氏
の
分
国
に
隣
接
し
て

川
岡

勉 
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い
た
た
め
、
相
互
に
影
響
し
あ
う
関
係
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

大
内
氏
は
、
安
芸
の
東
西
条
お
よ
び
呉
・
能
美
島
、
石
見
の
邇
摩
郡
に
拠
点
を
保
持
し
て
お
り
、
こ
れ
を

足
が
か
り
に
芸
石
国
衆
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
。
大
内
氏
は
東
西
条
を
確
保
す
る
た
め
安
芸

国
衆
に
協
力
を
依
頼
し

、
（
５
７
）

国
衆
は
戦
功
に
よ
り
大
内
氏
か
ら
東
西
条
に
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
い
る

。
（
５
８
）

安
芸
の
領
主
の
中
に
は
久
芳
・
市
来
・
乃
美
氏
ら
の
よ
う
に
東
西
条
に
給
恩
地
を
与
え
ら
れ
て
大
内

氏
の
御
家
人
に
組
み
込
ま
れ
る
一
族
も
い
た
。
石
見
で
も
、
石
見
吉
川
氏
や
久
利
氏
な
ど
邇
摩
郡
に
本
領
を

有
す
る
領
主
た
ち
が
、
い
ち
早
く
大
内
氏
の
御
家
人
制
に
組
織
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。 

大
内
氏
と
芸
石
国
衆
と
の
深
い
関
係
を
踏
ま
え
て
、
幕
府
も
大
内
氏
を
介
し
て
彼
ら
の
統
制
を
図
ろ
う

と
す
る
傾
向
を
強
め
た
。
大
乱
終
結
が
間
近
い
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
年
三
月
、
幕
府
は
そ
れ
ま
で
周
防
・

長
門
へ
の
進
攻
を
命
じ
て
き
た
十
二
名
の
安
芸
・
石
見
の
国
衆
に
対
し
、
大
内
政
弘
と
の
和
議
が
進
行
中
で

あ
る
た
め
進
発
を
停
止
す
る
よ
う
に
通
知
し
た

。
（
５
９
）

『
親
元
日
記
』
同
年
四
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
政
弘

は
幕
府
か
ら
芸
石
へ
十
一
通
の
奉
書
を
下
す
よ
う
に
申
請
し
、
政
所
頭
人
伊
勢
貞
宗
の
書
状
が
政
弘
及
び

「
芸
州
面
々
中
」・「
石
州
面
々
中
」
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
（
五
月
十
九
日
条
）。
こ
の
当
時
、「
芸
石
両

州
上
使
」
と
し
て
丸
孝
連
が
御
所
修
理
料
段
銭
徴
収
の
た
め
下
向
し
て
い
た
か
ら

、
（
６
０
）

芸
石
両
国
へ
の
段

銭
徴
収
を
大
内
氏
が
仲
介
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
乱
終
結
時
の
幕
府
は
、
守
護
山
名
氏
を
通
じ
て
で
は

な
く
、
大
内
氏
を
介
し
て
芸
石
国
衆
の
統
制
を
図
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

文
明
十
年
、
大
内
政
弘
は
毛
利
少
輔
太
郎
に
対
し
て
加
冠
状
を
与
え
て
弘
元
と
名
乗
ら
せ
た
が
、
こ
れ
は

毛
利
側
の
懇
望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う

。
（
６
１
）

そ
れ
ま
で
熙
元
・
豊
元
と
山
名
氏
の
偏
諱
を
受
け
て

い
た
毛
利
氏
は
、
こ
れ
以
後
は
大
内
氏
の
偏
諱
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
山
名
氏
か
ら
大
内
氏
へ
の
勢

力
の
交
替
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
同
十
二
年
、
幕
府
は
安
芸
国
入
江
保
代
官
職
を
請
け
負
っ
て
い
た
毛
利
氏

が
年
貢
を
無
沙
汰
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
、
早
急
に
究
済
さ
せ
る
よ
う
に
政
弘
に
命
じ
た

。
（
６
２
）

政
弘
は

入
江
保
の
領
主
で
あ
る
壬
生
晴
富
に
対
し
、
後
で
事
情
を
報
告
し
、
請
文
を
提
出
す
る
と
し
て
い
る

。
（
６
３
） 

大
乱
後
の
安
芸
で
は
、
守
護
山
名
氏
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
大
内
氏
が
山
名
氏
に
代
わ
っ
て

国
衆
の
統
制
を
担
っ
た
。
こ
れ
は
石
見
で
も
同
様
で
あ
り
、
山
名
氏
の
守
護
支
配
を
忌
避
す
る
国
衆
が
大
内

氏
と
結
ん
で
山
名
氏
の
圧
力
を
排
除
し
て
い
っ
た

。
（
６
４
）

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
末
、
前
将
軍
足
利
義
尹

が
山
口
に
下
向
す
る
と
、
国
衆
に
対
す
る
大
内
氏
の
統
制
力
は
一
層
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
大
内
義
興
は
公

方
の
威
光
を
背
景
に
国
衆
に
軍
事
行
動
を
求
め

、
（
６
５
）

互
い
の
紛
争
に
つ
い
て
は
万
事
を
差
し
置
い
て
和

平
を
結
ぶ
よ
う
に
要
請
し
て
い
る

。
（
６
６
）

大
内
氏
は
「
公
儀
」
の
た
め
結
集
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と

で
芸
石
国
衆
の
統
制
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る

。
（
６
７
） 

永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）、
大
内
義
興
は
西
中
国
か
ら
北
部
九
州
の
軍
勢
を
率
い
て
上
洛
を
遂
げ
、
義
尹

を
将
軍
の
座
に
復
帰
さ
せ
た
。
こ
の
時
、
安
芸
の
平
賀
・
小
早
川
・
天
野
氏
、
石
見
の
益
田
・
周
布
氏
ら
芸

石
の
国
衆
が
従
軍
し
て
い
る
。
芸
石
両
国
は
も
は
や
大
内
氏
の
準
分
国
と
言
っ
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
位

置
を
占
め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
永
正
十
三
年
に
義
興
が
「
防
長
豊
筑
雍
芸
石
七
州
大
守
」
と
自
称

し
て
い
る
事
実
は
、
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る

。
（
６
８
）

石
見
に
つ
い
て
は
、
翌
十
四
年
に
義
興
が
正
式
に
守

護
職
を
獲
得
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る

。
（
６
９
） 

 

三

戦
国
期
備
後
に
お
け
る
権
力
秩
序
の
展
開

(

１) 

尼
子
氏
の
備
後
進
出
と
大
内
氏 

備
後
に
は
、
安
芸
の
東
西
条
、
石
見
の
邇
摩
郡
の
よ
う
な
大
内
氏
が
直
接
押
さ
え
る
活
動
拠
点
は
存
在
し

な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
応
仁
の
乱
中
、
守
護
山
名
氏
は
備
後
を
制
圧
す
る
上
で
毛
利
氏
ら
安

芸
国
衆
と
大
内
氏
の
東
西
条
代
官
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
備
後
合
力
の
た
め
出
陣
し
た
安
芸
国
衆
の

活
動
状
況
は
東
西
条
代
官
で
あ
る
安
富
氏
を
通
じ
て
大
内
政
弘
に
注
進
さ
れ

、
（
７
０
）

政
弘
は
国
衆
に
対
し

軍
功
を
賞
す
る
書
状
の
中
で
「
山
名
方
快
然
遇
御
察
候
」
と
申
し
送
っ
て
い
る

。
（
７
１
） 

備
後
支
配
の
確
保
を
図
る
守
護
山
名
氏
が
、
安
芸
国
衆
お
よ
び
東
西
条
代
官
に
支
援
を
求
め
る
状
況
は

そ
の
後
も
確
認
さ
れ
る
。
明
応
年
間
の
山
名
政
豊
・
俊
豊
父
子
の
対
立
の
際
に
は
、
俊
豊
が
備
後
を
制
圧
す

る
た
め
安
芸
の
毛
利
氏
や
沼
田
小
早
川
氏
に
合
力
を
求
め
、
毛
利
氏
の
支
援
を
引
き
出
す
た
め
に
備
後
に

お
け
る
権
益
を
保
証
し
て
い
る

。
（
７
２
）

こ
れ
に
対
し
て
、
竹
原
小
早
川
氏
は
政
豊
側
に
立
っ
た
ら
し
く
、
備

後
国
衆
を
政
豊
方
に
組
織
す
る
た
め
尽
力
し
て
い
る

。
（
７
３
） 

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 
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山
名
氏
の
備
後
支
配
が
不
安
定
化
す
る
中
で
、
備
後
に
勢
力
を
大
き
く
広
げ
た
の
が
安
芸
の
毛
利
氏
で

あ
っ
た
。
毛
利
氏
は
永
正
九
年
三
月
に
安
芸
の
九
名
の
国
衆
が
取
り
交
わ
し
た
国
人
一
揆
に
参
加
し
た
だ

け
で
な
く

、
（
７
４
）

山
内
氏
や
木
梨
氏

、
（
７
５
）

さ
ら
に
上
山
氏
・
敷
名
氏
・
吉
原
氏
ら
備
後
国
衆
と
も
盟
約
を
取

り
交
わ
し
て
い
る

。
（
７
６
）

備
後
国
内
に
所
領
を
持
ち
、
備
後
国
衆
に
対
し
て
影
響
力
を
有
し
た
毛
利
氏
は
、

や
が
て
大
内
氏
に
よ
る
備
後
経
営
の
中
軸
を
担
う
存
在
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

永
正
末
年
に
な
る
と
、
安
芸
の
武
田
氏
ら
が
大
内
氏
に
敵
対
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
た
め
、
大
内
氏
は
安
芸

国
衆
に
一
味
同
心
し
て
武
田
氏
の
動
き
を
封
じ
る
よ
う
に
要
請
し
た

。
（
７
７
）

折
し
も
出
雲
の
尼
子
氏
が
山

陽
方
面
に
ま
で
勢
力
を
伸
ば
し
、
武
田
氏
・
友
田
氏
ら
と
結
ん
で
大
内
氏
と
対
立
す
る
情
勢
が
生
ま
れ
た
。

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）、
尼
子
勢
が
安
芸
に
お
け
る
大
内
氏
の
拠
点
で
あ
る
東
西
条
に
侵
攻
し
て
鏡
山
城

を
攻
略
す
る
と
、
安
芸
や
備
後
の
国
衆
の
多
く
が
尼
子
氏
に
従
う
よ
う
に
な
り
、
大
内
氏
は
連
年
の
よ
う
に

出
兵
し
て
尼
子
方
の
勢
力
排
除
に
努
め
て
い
る
。
備
後
北
部
に
影
響
力
を
持
つ
毛
利
氏
も
い
っ
た
ん
は
尼

子
方
に
つ
い
た
が
、
元
就
が
家
督
を
継
い
で
ま
も
な
い
同
五
年
に
は
大
内
方
に
復
帰
し
て
い
る
。 

翌
六
年
に
守
護
山
名
誠
豊
が
反
尼
子
氏
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
と
、
誠
豊
の
指
示
に
よ
り
山
内
氏
や
多

賀
山
氏
が
尼
子
氏
か
ら
離
反
し

、
（
７
８
）

大
内
方
が
勢
力
を
盛
り
返
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
尼
子
氏
の
当
主
経

久
は
、
備
後
の
国
衆
を
尼
子
方
に
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
、
自
ら
兵
を
率
い
て
備
後
に
侵
入
し
、
反
尼
子
方
の

中
心
で
あ
っ
た
山
内
氏
の
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
。
大
内
氏
は
山
内
氏
の
支
援
要
請
に
応
え
て
、
重
臣
の
陶
興

房
を
は
じ
め
、
杉
興
重
や
右
田
右
京
亮
な
ど
を
備
後
に
出
陣
さ
せ
た

。
（
７
９
）

志
道
広
良
の
率
い
る
毛
利
勢
も

備
後
に
在
陣
し
て
各
地
で
尼
子
勢
と
交
戦
し
て
い
る

。
（
８
０
）

大
内
勢
を
率
い
る
陶
興
房
は
、
安
芸
国
衆
に
宛

て
て
毛
利
勢
と
申
し
合
わ
せ
て
軍
事
行
動
に
励
む
よ
う
に
要
請
し
て
お
り

、
（
８
１
）

備
後
を
制
圧
す
る
上
で

毛
利
氏
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
大
永
七
年
八
月
、
備
後
北
部
の
和
智
郷
細
沢
山
合

戦
で
尼
子
方
は
大
敗
を
喫
す
る
が
、
大
内
方
の
主
力
は
毛
利
勢
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る

。
（
８
２
）

備
後
に
お
け
る

戦
闘
に
お
い
て
、
大
内
氏
は
毛
利
氏
の
軍
事
力
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

こ
の
時
期
の
備
後
守
護
山
名
氏
と
大
内
氏
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
以
下
の
史
料
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

〔
史
料
５

〕
（
８
３
） 

今
度
為
味
方
現
形
之
次
第
、
陶
尾
張

（
興
房
）

守
注
進
候
、
此
等
之
旨
即
至
但
州
可
令
申
候
、
猶
御
入
魂
肝
要

候
、
委
細
陶
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、 

八

月

（
大
永
七
年
）

廿
六
日

義

（
大
内
）

興
（
花
押
） 

湯
浅
九
郎
次
郎
殿 

 

〔
史
料
６

〕
（
８
４
） 

就
筑
前
守
殿
御
現
形
、
御
入
魂
之
次
第
申
遣
候
、
仍

屋

形

（
大
内
義
興
）

直
申
候
、
然
上
者
弥
御
忠
節
肝
要
候
、

可
被
賀
仰
之
通
至
但
州
遂
注
進
候
、
何
様
連
々
可
申
承
候
条
本
望
候
、
猶
期
後
信
候
、
恐
々
謹
言
、 

九

月

（
大
永
七
年
）

七
日

興

（
陶
）

房
（
花
押
） 

湯
浅
九
郎
次
郎
殿 御

宿
所 

〔
史
料
７

〕
（
８
５
） 

其
国
之
儀
、
抛
自
他
之
宿
意
、
任
連
々
下
知
之
旨
、
令
和
談
馳
走
之
由
、
従
義 （

大

興 内
）

注
進
到
来
候
、
誠

神
妙
之
至
候
、
弥
各
相
談
忠
節
此
時
候
、
猶
太
田
垣

（
久
朝
）

可
申
候
、
恐
々
謹
言
、 

九

月

（
大
永
七
年
）

廿
一
日

堯

（
山
名
）

成
（
花
押
） 

湯
浅
九
郎
殿 

 

〔
史
料
８

〕
（
８
６
） 

其
国
之
儀
、
各
御
和
談
之
由
、
太
内
殿
御
注
進
到
来
、
誠
当
家
之
御
為
肝
要
候
条
、
御
祝
着
之
通
以

御
書
雖
被
仰
出
候
、
猶
具
可
令
申
旨
、
御
諚
候
、
弥
御
入
魂
専
用
候
、
恐
々
謹
言
、 

九

月

（
大
永
七
年
）

廿
七
日

久

（
太
田
垣
）

朝
（
花
押
） 

湯
浅
九
郎
殿 

進
之
候 

 

川
岡

勉 
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〔
史
料
５
～
８
〕
は
、
い
ず
れ
も
備
後
の
国
衆
湯
浅
氏
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
、
大
内
義
興
と
そ
の
重
臣
陶

興
房
、
山
名
堯
成
（
誠
豊
）
と
そ
の
重
臣
太
田
垣
久
朝
の
書
状
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
大
内
方
か
ら

但
州
、
す
な
わ
ち
但
馬
山
名
氏
に
注
進
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
山
名
方
か
ら
湯
浅
氏
に
宛
て
て
感
状
が

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
備
後
国
衆
の
統
制
を
め
ぐ
る
大
内
氏
と
山
名
氏
の
関
係

が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。 

備
後
で
は
、
前
述
し
た
和
智
郷
細
沢
山
の
合
戦
を
機
に
、
尼
子
方
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
湯
浅
・
和
智
・
江

田
・
上
山
氏
ら
が
大
内
方
に
転
じ
た
。
彼
ら
備
後
国
衆
の
大
内
方
へ
の
転
身
は
山
内
氏
の
画
策
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
り

、
（
８
７
）

長
谷
川
博
史
氏
は
山
内
氏
が
備
後
の
領
主
層
を
統
括
す
る
守
護
の

軍
事
指
揮
権
を
代
行
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る

。
（
８
８
）

但
し
、〔
史
料
７
・
８
〕
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
衆
の
和
談
を
求
め
る
山
名
氏
の
下
知
を
国
衆
が
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
大
内
氏
が
山
名
氏
に

注
進
す
る
と
い
う
形
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
守
護
山
名
氏
に
よ
る
備
後
国
衆
に
対
す
る

統
制
が
、
大
内
氏
を
介
在
す
る
形
で
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
内
氏
は
山
内
氏
の
加
勢
懇
望
に
応
え
て

軍
勢
を
派
遣
し

、
（
８
９
）

国
衆
が
和
平
を
結
ぶ
よ
う
に
山
内
氏
を
通
じ
て
働
き
か
け
て
い
た
。
備
後
に
お
け
る

軍
事
動
員
の
主
体
は
、
山
名
氏
か
ら
大
内
氏
に
移
行
し
て
お
り
、
大
内
氏
の
も
と
で
山
内
氏
を
は
じ
め
と
す

る
国
衆
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
た
。
柴
原
直
樹
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
山
名
氏
支
配
下
の
軍
事
指
導
者
と

い
う
山
内
氏
の
機
能
が
、
大
内
氏
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る

。
（
９
０
） 

木
下
和
司
氏
は
、〔
史
料
７
・
８
〕
に
見
え
る
山
名
氏
の
国
衆
へ
の
和
談
要
請
は
、
因
伯
両
国
か
ら
尼
子

氏
を
排
除
す
る
た
め
の
兵
力
確
保
を
目
的
と
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る

。
（
９
１
）

そ
し
て
、
翌
大
永
八
年
に

は
山
名
氏
が
一
族
で
あ
る
彦
次
郎
を
備
後
に
下
向
さ
せ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
大
内

氏
が
備
後
国
衆
に
強
い
影
響
力
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
守
護
で
あ
る
山
名
氏
の
地
位
が
否
定
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
大
内
氏
の
軍
事
行
動
は
、
あ
く
ま
で
も
山
名
氏
の
付
託
を
受

け
る
形
で
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
国
衆
の
戦
功
に
対
し
て
は
、
守
護
で
あ
る
山
名
氏
か
ら
感
状
が
発
給

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
備
後
の
国
衆
統
制
は
守
護
で
あ
る
山
名
氏
の
権

限
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
存
続
さ
せ
つ
つ
、
山
内
氏
を
中
核
と
す
る
国
衆
の
組
織
化
を
大
内
氏
が
担
う
と

い
う
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。
大
内
氏
の
影
響
力
が
浸
透
し
て
い
た
点
で
は
芸
石
両
国
と
同
じ
で
あ
る
も

の
の
、
な
お
山
名
氏
が
国
衆
を
統
制
す
る
権
限
を
持
ち
続
け
て
い
た
点
に
備
後
の
特
質
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。 

(

２) 

大
内
氏
の
備
後
支
配
と
毛
利
氏 

安
芸
の
門
山
城
に
在
陣
し
て
戦
闘
を
指
揮
し
て
い
た
大
内
義
興
は
、
大
永
八
年
に
病
に
倒
れ
て
周
防
に

帰
国
し
、
年
末
に
山
口
で
死
去
し
た
。
大
内
勢
を
率
い
る
陶
興
房
ら
も
引
き
揚
げ
て
い
く
中
で
、
備
後
や
安

芸
の
国
衆
は
多
く
が
尼
子
方
に
服
属
し
て
い
っ
た
。「
は
や
備
芸
石
之
事
者
、
悉
雲
州
利
運
ニ
可
成
行
と
見

か
け
申
候
歟
、
高
橋
伊
予
守
弘
厚
、
魚
太
之
御
恩
を
捨
置
、
尼
子
一
味
候
而
、
致
強
敵
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

安
芸
北
部
か
ら
石
見
に
勢
力
を
は
る
有
力
国
衆
の
高
橋
氏
も
尼
子
方
が
優
勢
と
判
断
し
て
大
内
氏
か
ら
離

反
し
た

。
（
９
２
） 

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
大
内
方
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
安
芸
・
備
後
の
計
略
に
当
た
っ
た
と
さ
れ
る
の
が

毛
利
元
就
で
あ
る
。
大
内
氏
は
毛
利
氏
か
ら
人
質
と
し
て
井
上
元
義
を
山
口
に
送
ら
せ
、
毛
利
氏
を
通
じ
て

芸
備
両
国
を
大
内
方
に
つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
図
っ
た

。
（
９
３
）

大
内
氏
は
宍
戸
氏
に
「
依
備
後
之
時
宜
其
面
無

心
元
候
、
毎
事
毛
利
有
御
相
談
、
堅
固
之
儀
肝
要
候
」
と
申
し
送
り
、
毛
利
氏
と
相
談
し
て
軍
事
行
動
に
当

た
る
よ
う
国
衆
に
命
じ
て
い
る

。
（
９
４
）

毛
利
氏
は
備
後
の
和
智
氏
と
示
し
合
わ
せ
、
東
西
条
の
大
内
氏
代
官

弘
中
隆
兼
の
合
力
も
得
て
、
高
橋
氏
の
拠
る
松
尾
城
を
攻
略
し
、
石
見
の
阿
須
那
に
も
進
攻
し
て
高
橋
氏
を

滅
ぼ
し
た

。
（
９
５
）

毛
利
氏
は
安
芸
か
ら
石
見
に
か
け
て
広
が
る
高
橋
氏
の
所
領
を
併
合
し
、
備
後
北
部
に
対

し
て
も
一
段
と
影
響
力
を
拡
大
し
た
と
み
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
尼
子
氏
の
圧
力
は
弱
ま
ら
ず
、
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
七
月
に
は
尼
子
勢
が
備
後
の
多
賀
山

城
を
攻
め
落
と
し
た

。
（
９
６
）

毛
利
氏
か
ら
弘
中
隆
兼
を
通
じ
て
多
賀
山
落
城
の
情
報
を
入
手
し
た
大
内
義

隆
は
、
引
き
続
き
備
後
に
お
け
る
戦
況
報
告
を
元
就
に
求
め
て
い
る

。
（
９
７
）

山
内
氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
内

方
の
備
後
国
衆
が
窮
地
に
陥
る
中
で
、
ま
も
な
く
大
内
氏
は
尼
子
氏
と
の
停
戦
に
踏
み
切
っ
た
よ
う
で
あ

る

。
（
９
８
）

享
禄
四
年
七
月
に
は
、
尼
子
三
郎
四
郎(

詮
久)

と
毛
利
元
就
の
兄
弟
契
約
も
結
ば
れ
て
い
る

。
（
９
９
）

芸
備
の
戦
乱
が
停
止
し
た
の
は
、
大
内
氏
と
大
友
氏
の
対
立
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ

川
岡

勉 

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 

297



る
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）、
筑
前
・
豊
前
に
進
攻
し
た
大
友
勢
に
対
抗
し
て
陶
興
房
の
率
い
る
大
内
勢

が
出
陣
し
て
以
来
、
九
州
で
は
激
し
い
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。 

同
じ
頃
、
出
雲
で
は
尼
子
氏
の
当
主
経
久
に
対
し
て
三
男
の
塩
冶
興
久
が
謀
反
を
起
こ
し
て
い
る
。
尼
子

父
子
は
、
双
方
と
も
大
内
氏
に
力
添
え
を
要
請
し
、
大
内
義
隆
は
毛
利
元
就
の
進
言
に
従
っ
て
経
久
を
支
持

す
る
意
向
を
表
明
し
た

。

（
１
０
０
）

享
禄
四
年
、
戦
に
敗
れ
た
興
久
は
山
内
直
通
を
頼
っ
て
備
後
に
逃
亡
し
た
。

天
文
二
年
、
尼
子
勢
は
興
久
を
か
く
ま
っ
た
山
内
直
通
の
拠
る
甲
山
城
を
攻
撃
し

、

（
１
０
１
）

興
久
は
翌
年
自

害
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
甲
山
攻
め
に
合
力
し
て
毛
利
氏
か
ら
派
遣
さ
れ
た
福
原
氏

が
出
雲
富
田
城
に
連
行
さ
れ
た
と
し
て
、
毛
利
氏
が
尼
子
氏
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

。

（
１
０
２
）

こ
れ

に
対
し
て
尼
子
側
は
、
こ
ち
ら
に
は
遺
恨
な
ど
な
い
の
に
、
毛
利
側
の
言
い
が
か
り
は
口
惜
し
い
と
述
べ
て

い
る

。

（
１
０
３
）

当
時
の
大
内
義
隆
は
「
備
後
面
無
為
」、
す
な
わ
ち
備
後
に
お
け
る
戦
闘
を
鎮
め
よ
う
と
し
て

お
り
、「
備
後
表
之
儀
」
に
つ
き
毛
利
氏
に
意
見
を
加
え
る
と
同
時
に
、
毛
利
・
尼
子
両
氏
の
和
解
調
停
を

石
見
国
衆
に
依
頼
す
る
な
ど
、
尼
子
方
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
姿
勢
を
示
し
た

。

（
１
０
４
）

し
か
し
、
備
後
を

め
ぐ
る
毛
利
氏
と
尼
子
氏
の
対
立
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
、
大
内
氏
も
や
が
て
尼
子
氏
と
の
決
戦
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

大
内
氏
が
九
州
の
戦
乱
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
間
に
、
備
後
に
対
す
る
毛
利
氏
の
勢
力
が
一
層
拡

大
し
た
。
天
文
三
年
正
月
、
元
就
の
娘
が
宍
戸
隆
家
に
嫁
し
、
毛
利
氏
は
山
内
氏
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ

宍
戸
氏
を
介
し
て
備
後
北
部
へ
の
影
響
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
年
七
月
に
は
、
毛
利
勢
が
備
後

南
部
の
宮
氏
の
居
城
を
包
囲
し
て
降
伏
さ
せ
た

。

（
１
０
５
）

こ
れ
に
対
し
、
尼
子
氏
は
山
内
氏
を
攻
め
立
て
て
、

天
文
五
年
三
月
に
よ
う
や
く
服
属
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
主
の
山
内
直
通
を
廃
し
、
多

賀
山
氏
か
ら
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
聟
法
師
（
の
ち
隆
通
）
に
家
督
を
譲
ら
せ
た

。

（
１
０
６
）

備
後
国
衆
の
中
核

的
存
在
で
あ
っ
た
山
内
氏
を
従
属
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
尼
子
氏
は
備
後
国
内
に
大
き
な
足
掛
か
り
を
得

た
の
で
あ
る

。

（
１
０
７
） 

 

〔
史
料
９

〕

（
１
０
８
） 

度
々
以
申
下
候
筋
目
、
大
内
一
味
候
由
、
毛
利
右 （

元

馬 就
）

頭
注
進
到
来
候
、
感
悦
候
、
弥
可
抽
忠
骨
之
条

肝
要
候
、
雲
州
相
談
之
衆
改
心
候
様
、
計
策
専
用
候
、
猶
太
田
垣
加
賀
守
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、 

三
月
十
六
日

祐

（
山
名
）

豊

判 

高
須
中
務

（
元
胤
）

丞
殿 

 

〔
史
料
９
〕
は
、
守
護
山
名
祐
豊
が
国
衆
の
高
須
氏
に
宛
て
て
大
内
氏
に
一
味
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と

を
賞
し
、
出
雲
尼
子
氏
と
結
ん
で
い
る
国
衆
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
計
略
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
求
め
た
書

状
で
あ
る
。
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
毛
利
元
就
の
官
途
か
ら
み
て
天
文
二
年
以
後
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
須
氏
の
活
動
状
況
を
山
名
氏
に
報
告
し
た
の
が
毛
利
氏
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
応
年
間
以
来
、
山
名
氏
は
山
内
氏
を
国
衆
統
制
の
中
核
に
す
え
て
備

後
支
配
を
行
っ
て
き
た
。
山
名
氏
は
山
内
氏
を
通
じ
て
備
後
の
情
勢
を
把
握
し
、
国
内
の
計
略
に
当
た
ら
せ

て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
備
後
支
配
に
因
幡
山
名
氏
が
関
与
し
た
時
期
も
、
国
衆
統
制
が
大
内
氏
を
介
在

さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
同
様
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、〔
史
料
９
〕
か
ら
は
、
そ
う
し
た
山
内
氏
の

権
限
が
毛
利
氏
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
柴
原
直
樹
氏
は
、
従
来
山
内
氏
が
保
持
し
て
き
た
大
内
氏

（
山
名
氏
）
方
国
人
領
主
の
軍
事
指
導
者
と
し
て
の
地
位
と
機
能
を
、
毛
利
氏
が
獲
得
・
継
承
し
た
と
捉
え

て
い
る
が
、
妥
当
な
理
解
で
あ
ろ
う

。

（
１
０
９
）

備
後
国
衆
側
の
窓
口
と
し
て
上
位
権
力
と
の
接
点
に
な
っ
て

き
た
山
内
氏
が
尼
子
氏
に
服
属
し
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
。 

尼
子
方
の
圧
力
が
強
ま
る
中
で
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
山
名
氏
側
の
重
要
拠
点
と
な
っ
た
の
が
神
辺
城
で

あ
る
。
木
下
和
司
氏
は
、
こ
の
城
に
拠
っ
た
山
名
理
興
に
つ
い
て
、
杉
原
氏
出
身
と
す
る
従
来
の
通
説
を
退

け
、
大
永
八
年
の
山
名
・
大
内
方
の
危
機
に
際
し
て
但
馬
か
ら
下
向
し
た
山
名
彦
次
郎
が
、
大
内
義
興
の
偏

諱
を
う
け
て
理
興
と
名
乗
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た

。

（
１
１
０
）

但
馬
山
名
氏
が
、
大
内
氏
の
援

助
を
受
け
な
が
ら
、
一
族
の
理
興
を
通
じ
て
備
後
の
支
配
権
維
持
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
以
後
、
九
州
計
略
が
一
段
落
し
て
再
び
中
国
地
方
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
大
内
氏
が
、
毛
利

氏
と
の
同
盟
関
係
を
固
め
て
い
く
の
に
対
し
、
尼
子
氏
は
天
文
九
年
に
石
見
か
ら
安
芸
に
進
攻
し
て
毛
利

川
岡　
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氏
の
拠
る
吉
田
郡
山
城
を
激
し
く
攻
め
立
て
た
。
毛
利
氏
は
大
内
勢
の
援
軍
を
得
て
敵
の
攻
撃
を
耐
え
抜

き
、
翌
年
正
月
に
は
尼
子
勢
を
撃
退
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
後
年
の
小
早
川
隆
景
書
状
に
よ
れ
ば
、
郡
山

城
合
戦
後
に
「
備
後
悉
大
内
殿
被
任
御
存
分
」
と
い
う
状
況
に
な
り
、
神
辺
城
主
の
山
名
理
興
に
備
後
外
郡

を
管
轄
さ
せ
た
た
め
、
外
郡
衆
の
渡
辺
氏
な
ど
も
「
惣
並
ニ
」
神
辺
に
従
う
態
勢
に
な
っ
た
と
言
う

。

（
１
１
１
） 

 

〔
史
料
10

〕
（
１
１
２
） 

当
国
之
儀
、
各
如
先
々
可
守
下
知
之
由
、
注
進
到
来
、
尤
感
悦
候
、
大
内
別
而
相
談
候
之
間
、
定
而
対

国
面
々
不
可
有
等
閑
候
、
得
其
意
馳
走
肝
要
候
、
猶
太
田
垣
十
郎

（
定
盛
）

兵
衛
尉
・
太
田
垣
加
賀

（
諏
之
）

守
可
申

候
、
恐
々
謹
言
、 

閏

（
天
文
十
一
年
）

三
月
廿
七
日

祐

（
山
名
）

豊
（
花
押
） 

湯
浅
雅
楽
助
殿 

 

〔
史
料
11

〕
（
１
１
３
） 

其
御
国
之
儀
、
如
先
々
可
被
守

御
下
知
之
由
、
被
仰
談
之
趣
、
従
和
智
方
両
三
人
被
致
注
進
候
、
御

感
悦
之
通
被
成
御
書
候
、
大
内
殿
別
而
被
仰
合
儀
候
間
、
被
対
各
定
不
可
有
御
等
閑
候
、
弥
国
中
之
儀

相
調
候
様
御
入
魂
肝
要
之
由
候
、
将
亦
当
国
事
、
雖
及
再
乱
候
、
無
異
儀
候
、
可
御
心
安
候
、
其
方
様

体
被
相
談
、
可
有
御
注
進
由
候
、
恐
々
謹
言
、 

閏

（
天
文
十
一
年
）

三
月
廿
八
日

 
 

諏

（
太
田
垣
）

之
（
花
押
） 

定

（
太
田
垣
）

盛
（
花
押
） 

湯
浅
雅
楽
助
殿 

 

〔
史
料
10
・
11
〕
は
、
湯
浅
氏
ら
の
国
衆
が
以
前
と
同
様
に
山
名
氏
の
下
知
に
従
う
意
向
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
和
智
氏
か
ら
伝
え
聞
い
た
山
名
祐
豊
が
、
大
内
氏
と
相
談
し
て
彼
ら
を
庇
護
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
も
の
で
あ
る
。
湯
浅
熙
宗
の
子
元
宗
が
和
智
氏
・
上
原
氏
と
申
し
合
わ
せ
て
祐
豊
に
忠
誠
を
誓
う
注
進

が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る

。

（
１
１
４
）

国
衆
た
ち
の
間
に
、
な
お
山
名
氏
を
守
護
と
し

て
担
ご
う
と
す
る
意
思
が
存
続
し
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。 

し
か
し
、
天
文
十
二
年
に
大
内
勢
が
出
雲
で
敗
北
す
る
と
、
山
名
理
興
は
た
ち
ま
ち
尼
子
方
に
転
じ
て
出

雲
富
田
城
に
駆
け
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。「
中
国
悉
尼
子
一
統
候
」
と
い
う
状
況
下
で
、
備
後
国
衆
も
多
く
が

尼
子
方
に
立
つ
よ
う
に
な
る

。

（
１
１
５
）

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
大
内
方
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
活
動
し
た
の
が
毛

利
氏
で
あ
り
、
七
年
に
わ
た
り
神
辺
城
を
攻
め
立
て
て
備
後
国
衆
の
掌
握
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
後

年
の
小
早
川
隆
景
書
状
に
「
其
已
来
、
備
後
中
郡
を
ハ
日
頼
様
御
裁
判
候
、
外
郡
ハ
西
条
之
守
護
ニ
被
差
上

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
毛
利
元
就
が
備
後
中
郡
を
管
轄
し
、
大
内
氏
の
東
西
条
代
官
で
あ
る
弘
中
隆
兼
が
備

後
外
郡
の
広
域
的
な
支
配
に
当
た
る
と
い
う
仕
組
み
が
定
め
ら
れ
た
と
言
う

。

（
１
１
６
）

元
就
と
隆
兼
の
両
名

が
備
後
の
軍
事
行
動
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
他
の
史
料
で
も
確
認
さ
れ
、
毛
利

氏
は
備
後
国
衆
の
軍
忠
や
安
堵
要
請
を
大
内
氏
に
注
進
し
た
り
、
彼
ら
に
対
し
大
内
氏
へ
の
忠
節
を
求
め

る
な
ど
、
国
衆
と
大
内
氏
の
間
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
毛
利
氏
は
備
後
国
衆
に
対
し
て
、

大
内
氏
か
ら
の
神
辺
合
戦
へ
の
軍
事
動
員
が
「
公
儀
之
事
」
で
あ
る
と
し
て
理
解
を
求
め
て
い
る

。

（
１
１
７
）

毛
利
氏
は
大
内
氏
を
「
公
儀
」
と
位
置
づ
け
つ
つ
、
そ
れ
を
背
景
に
備
後
国
衆
の
組
織
化
に
努
め
て
い
く
の

で
あ
る
。
天
文
十
年
代
の
備
後
は
事
実
上
、
大
内
氏
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。 政

治
情
勢
が
こ
の
よ
う
に
展
開
す
る
と
、
守
護
山
名
氏
の
備
後
へ
の
影
響
力
は
大
き
く
減
退
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
下
和
司
氏
は
、
神
辺
合
戦
に
お
け
る
山
名
氏
の
影
が
薄
い
こ
と
か
ら
、
山
名
氏
惣
領

家
は
備
後
統
治
を
山
名
理
興
と
大
内
・
毛
利
両
氏
に
委
託
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

。

（
１
１
８
）

但
し
、
但
馬
山
名
氏
と
備
後
の
関
係
が
完
全
に
断
ち
切
れ
た
と
結
論
づ
け
る
に
は
な
お
留
保
が
必
要
で
あ

る
。
大
内
義
隆
は
、
備
後
中
郡
・
外
郡
の
国
衆
の
動
静
を
但
馬
に
知
ら
せ
、
山
名
氏
と
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
行
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

。

（
１
１
９
） 

 

〔
史
料
12

〕

（
１
２
０
） 

急
度
以
飛
脚
申
遣
之
候
、
至
其
国
山
内
表
尼
子
罷
出
候
、
幸
儀
候
之
間
可
討
果
之
行
、
毛
利

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 
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父

子

（
元
就
・
隆
元
）

・
和
智
又
九
郎

（
誠
春
）

注
進
之
条
、
此
口
出
張
之
覚
悟
候
、
仍
大
内
周
防

（
義
長
）

介
不
日
可
被
打
立
事
肝

要
由
申
下
之
候
、
諸
口
儀
弥
馳
走
専
一
候
、
猶
徳
丸
備
後
守
・
太
田
垣
加
賀

（
諏
之
）

入
道
可
申
候
、
恐
々
謹

言
、 

五

月

（
天
文
二
十
二
年
）

廿
四
日

宗

（
山
名
）

詮

判 
湯
浅
五
郎

（
元
宗
）

二
郎
殿 

 

〔
史
料
12
〕
は
、
天
文
二
十
二
年
、
尼
子
勢
が
備
後
北
部
に
侵
入
し
た
と
す
る
毛
利
元
就
・
隆
元
父
子

と
和
智
氏
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
、
山
名
宗
詮
（
祐
豊
）
が
備
後
出
兵
の
覚
悟
を
湯
浅
氏
に
告
げ
た
も
の
で
、

大
内
勢
の
出
兵
も
要
請
し
て
尼
子
勢
の
撃
退
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
月
二
十
一
日
に
は
、

宗
詮
は
山
内
隆
通
が
味
方
に
つ
い
た
こ
と
を
賞
し
て
知
行
を
安
堵
し
て
い
る

。

（
１
２
１
）

長
谷
川
博
史
氏
が

「
備
後
国
は
、
山
名
氏
の
守
護
分
国
と
し
て
の
側
面
を
、
最
後
ま
で
残
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

天
文
末
年
に
お
い
て
も
山
名
氏
の
備
後
国
衆
に
対
す
る
影
響
力
は
ま
だ
消
滅
し
て
は
い
な
い

。

（
１
２
２
）

実
態

と
乖
離
し
つ
つ
も
、
山
名
氏
の
社
会
的
地
位
を
備
後
の
守
護
と
み
な
す
観
念
が
根
強
く
存
続
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
但
馬
山
名
氏
の
分
国
で
あ
っ
た
備
後
を
中
心
に
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
権
力
秩
序

の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
か
を
た
ど
っ
て
き
た
。
備
後
と
同
じ
く
山
名
氏
が
守
護
を
務

め
る
安
芸
や
石
見
の
場
合
、
室
町
幕
府
は
応
仁
の
乱
終
結
直
後
か
ら
芸
石
国
衆
の
統
制
を
大
内
氏
に
委
ね

る
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
大
内
氏
が
隣
国
防
長
の
有
力
守
護
で
あ
り
、
ま
た
両
国
内
に
も
活
動
拠
点

（
安
芸
東
西
条
・
石
見
邇
摩
郡
）
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
内
氏
に
よ
る
国
衆
統
制
が
有
効
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
内
氏
は
幕
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
両
国
に
影
響
力
を
強
め
て
い
く
の
で
あ

る
。
国
衆
の
自
立
性
が
強
い
両
国
で
は
、
相
互
扶
助
契
約
や
国
人
一
揆
が
結
ば
れ
る
一
方
で
国
衆
間
の
紛
争

も
頻
繁
に
起
き
て
い
る
が
、
大
内
氏
は
彼
ら
の
権
益
を
保
証
し
つ
つ
相
互
紛
争
を
調
停
し
、
彼
ら
の
協
力
を

取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
国
内
支
配
の
安
定
を
図
っ
た
。
た
び
重
な
る
九
州
出
兵
、
足
利
義
尹
の
山
口
下
向

と
上
洛
、
さ
ら
に
山
陰
尼
子
勢
と
の
抗
争
な
ど
、
大
内
氏
に
よ
る
軍
事
行
動
も
芸
石
国
衆
を
結
集
さ
せ
る
契

機
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
永
正
年
間
に
は
、
芸
石
両
国
は
大
内
氏
の
分
国
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。 こ

れ
に
対
し
て
備
後
で
は
、
室
町
期
以
来
の
分
国
支
配
の
進
展
も
あ
っ
て
、
大
乱
後
も
守
護
山
名
氏
の
影

響
力
が
存
続
し
た
。
文
明
年
間
に
は
、
国
衆
は
山
名
氏
か
ら
知
行
地
の
安
堵
・
宛
行
を
受
け
な
が
ら
播
磨
出

兵
に
も
参
陣
し
た
。
し
か
し
、
播
磨
奪
還
が
失
敗
し
た
後
、
国
衆
の
中
に
は
山
名
氏
の
惣
領
政
豊
か
ら
離
反

し
、
俊
豊
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
動
き
が
広
が
っ
た
。
俊
豊
は
山
内
氏
を
国
衆
た
ち
の
「
座
上
」
に
位
置

づ
け
、
山
内
氏
を
中
核
と
す
る
国
内
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

政
豊
・
俊
豊
父
子
の
抗
争
、
備
後
に
基
盤
を
も
つ
俊
豊
の
没
落
は
、
但
馬
山
名
氏
に
よ
る
備
後
支
配
の
後

退
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
政
豊
の
跡
を
継
い
だ
致
豊
の
時
代
に
は
、
但
馬
山
名
氏
に
よ
る
備
後

国
衆
の
統
制
に
因
幡
山
名
氏
が
介
在
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
山
名
氏
に
お
い
て
は
、
但
馬
の
惣
領
家
を

中
心
に
庶
流
一
族
を
結
集
さ
せ
た
同
族
連
合
体
制
が
確
認
で
き
る
が
、
永
正
年
間
の
山
名
氏
は
備
後
支
配

の
弱
体
化
を
同
族
連
合
体
制
に
よ
り
補
完
す
る
こ
と
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

大
永
年
間
以
降
、
尼
子
氏
が
山
陽
方
面
に
進
攻
す
る
中
で
、
尼
子
方
と
大
内
方
の
軍
勢
が
安
芸
や
備
後
で

衝
突
す
る
よ
う
に
な
る
。
山
名
氏
は
備
後
国
衆
に
対
し
大
内
氏
側
に
立
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
国

衆
は
大
内
氏
の
統
率
下
で
活
動
し
た
。
国
衆
の
軍
事
行
動
は
大
内
氏
か
ら
山
名
氏
に
注
進
さ
れ
、
そ
の
上
で

山
名
氏
か
ら
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
大
内
氏
を
介
在
さ
せ
る
形
で
国
衆
の
統
制
が
な
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
同
族
連
合
に
代
わ
っ
て
、
隣
国
守
護
で
あ
る
大
内
氏
に
よ
る
分
国
支
配
の
補
完
体
制
が
成
立
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。 

大
内
氏
に
よ
る
備
後
経
営
に
お
い
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
担
っ
た
の
は
、
安
芸
の
東
西
条
代
官
と
安
芸
国

衆
毛
利
氏
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
毛
利
氏
は
、
備
後
国
衆
の
中
核
で
あ
っ
た
山
内
氏
が
尼
子
方
に
転
じ
る
中

で
、
山
内
氏
に
代
わ
っ
て
大
内
氏
の
備
後
経
営
の
支
柱
と
な
り
、
備
後
国
内
へ
の
影
響
力
を
広
げ
て
い
っ

た
。
毛
利
氏
は
、
大
内
氏
を
「
公
儀
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
背
景
に
国
衆
を
動
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

但
し
、
国
衆
の
中
に
は
山
名
氏
に
忠
誠
を
誓
う
動
き
も
あ
り
、
山
名
氏
を
守
護
と
み
な
す
意
識
が
完
全
に
払

拭
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。 

川
岡

勉 
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本
稿
で
た
ど
っ
て
き
た
よ
う
に
、
同
じ
山
名
氏
の
守
護
分
国
で
あ
っ
て
も
、
備
後
と
芸
石
両
国
の
間
に
は

相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。
守
護
山
名
氏
の
権
限
が
後
退
し
な
が
ら
も
、
因
幡
山
名
氏
や
大
内
氏
な
ど
を
介
し

て
守
護
支
配
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
備
後
の
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
幕
府
の
対
応
や
隣
国
の

政
治
状
況
、
守
護
と
国
衆
の
関
わ
り
方
な
ど
、
分
国
内
外
の
様
々
な
要
素
が
戦
国
期
の
地
域
権
力
秩
序
の
あ

り
方
を
規
定
し
た
。
守
護
が
所
持
す
る
国
成
敗
権
の
帰
趨
を
軸
に
す
え
な
が
ら
、
権
力
秩
序
の
諸
様
相
を
国

ご
と
に
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
戦
国
期
権
力
論
の
課
題
だ
と
言
え
よ
う
。 

 

注

(

１)

川
岡
勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）。 

(

２)

室
町
期
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
事
例
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
幕
府
か
ら
退
治
命
令
を
受
け
な

が
ら
防
長
両
国
を
制
圧
し
た
大
内
盛
見
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
但
し
、
盛
見
は
ま
も
な
く
幕
府
か
ら

防
長
支
配
を
追
認
さ
れ
て
守
護
に
な
る
の
で
あ
り
、
守
護
職
と
国
成
敗
権
の
乖
離
は
短
期
間
で
解
消
さ

れ
る
の
が
戦
国
期
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(

３)

摂
津
・
和
泉
の
守
護
を
務
め
る
細
川
氏
一
族
は
、
山
陰
道
の
丹
波
や
山
陽
道
の
備
中
の
守
護
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
播
磨
・
備
前
・
美
作
を
押
さ
え
る
赤
松
氏
や
出
雲
を
分
国
と
す
る
京
極
氏
な
ど
、
細
川
氏
と
親
密

な
諸
氏
が
山
陰
・
山
陽
諸
国
の
守
護
を
務
め
て
い
る
。 

(

４)

岸
田
裕
之
『
大
名
領
国
の
構
成
的
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）。 

(

５)

市
川
裕
士
「
山
陰
山
名
氏
の
動
向
と
研
究
の
成
果
」（
市
川
裕
士
編
『
山
陰
山
名
氏
』、
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
八
年
）。 

(

６)

川
岡
勉
「
中
世
後
期
の
守
護
支
配
と
石
見
国
衆
」（『
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
一
八
集

石
見
の
中
世
領
主
の
盛
衰
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
』、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
）。 

(

７)

岸
田
裕
之
『
大
名
領
国
の
構
成
的
展
開
』（
前
掲
）。 

(

８)

外
岡
慎
一
郎
『
武
家
権
力
と
使
節
遵
行
』（
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
）。 

(

９)

市
川
裕
士
『
室
町
幕
府
の
地
方
支
配
と
地
域
権
力
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。
市
川
氏
に
よ
れ

ば
、
山
名
氏
は
安
芸
に
守
護
代
を
常
置
し
て
お
ら
ず
、
備
後
守
護
代
犬
橋
氏
が
安
芸
国
人
の
軍
事
動
員
を

行
っ
た
が
、
出
兵
先
の
九
州
で
彼
ら
を
指
揮
し
た
の
は
大
内
氏
で
、
備
後
守
護
代
が
安
芸
国
人
を
軍
事
指

揮
下
に
置
い
た
事
例
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。 

(

10)

『
康
富
記
』
応
永
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
条
。 

(

11
『
薩
戒
記
』
永
享
九
年
八
月
一
日
条
。 

(

12)

山
名
宗
全
書
状
・
宮
田
教
言
書
状
（「
三
浦
家
文
書
」
六
二
・
七
六
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十

四
』）。 

(

13)

山
名
是
豊
書
状
（「
三
浦
家
文
書
」
七
二
・
七
四
・
七
五
）。 

(

14)

山
名
宗
全
書
状
（「
田
総
家
文
書
」
二
二
、『
山
口
県
史

史
料
編

中
世
３
』）。 

(

15)

大
内
道
頓
書
状
写
（「
萩
藩
閥
閲
録
」
巻
一
二
一

周
布
吉
兵
衛
）。 

(

16)

毛
利
元
就
知
行
注
文
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
五
一
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
八
』）。 

(

17)

毛
利
元
就
知
行
注
文
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
五
二
）。 

(

18)

陶
弘
護
書
状
（「
相
良
家
文
書
」
二
二
〇
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
五
』）。 

(

19)

山
名
政
豊
判
物
・
山
名
政
豊
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
三
五
・
一
三
七
・
一
三
八
・
一
四
三
、

『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
五
』）。 

(

20)

山
名
政
豊
感
状
（「
田
総
家
文
書
」
二
三
）。 

(

21)

『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
二
年
七
月
二
十
一
日
条
。 

(

22)

山
名
俊
豊
書
状
（『
石
清
水
八
幡
宮
史

史
料

第
六
輯
』）。 

(

23)

山
名
俊
豊
書
状
・
山
名
俊
豊
判
物
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
五
〇
・
一
五
一
・
一
五
二
・
一
五
五
・

一
五
九
・
一
六
〇
・
一
六
一
・
一
六
二
・
一
六
三
・
一
六
四
・
一
六
五
・
一
六
六
・
一
七
一
・
一
九
〇
・

一
九
一
・
一
九
二
・
一
九
三
・
一
九
五
・
一
九
六
）。 

(
24)
山
名
俊
豊
書
状
（「
毛
利
家
文
書
」
一
五
八
・
一
六
四
）。 

(

25)

山
名
俊
豊
書
状
・
山
名
氏
年
寄
連
署
副
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
六
七
・
一
六
八
）。
な
お
、『
大

日
本
古
文
書
』
の
「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
五
九
の
頭
注
に
は
俊
豊
が
山
内
豊
成
を
備
後
守
護
代
に
補
任

し
た
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。 

(

26)

山
名
俊
豊
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
七
二
）。 

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 
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(
27)

山
名
俊
豊
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
六
九
・
一
七
〇
）。 

(
28)
山
名
俊
豊
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
七
四
）。 

(

29)

小
早
川
弘
平
書
状
写
（「
小
早
川
家
証
文
」
四
〇
八
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
一
』）。 

(

30)

山
名
俊
豊
書
状
・
山
名
氏
年
寄
連
署
副
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
七
四
・
一
七
五
・
三
九
二
）。 

(

31)

兵
庫
県
豊
岡
市
の
宗
鏡
寺
所
蔵
の
「
山
名
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
山
名
俊
豊
は
明
応
八
年
五
月
に
死
去
し

た
と
さ
れ
る
。 

(

32)

山
名
致
豊
書
状
（「
田
総
家
文
書
」
三
五
）。 

(

33)

太
田
垣
胤
朝
書
状
（「
田
総
家
文
書
」
三
四
）。 

(

34)

太
田
垣
胤
朝
書
状
（「
田
総
家
文
書
」
三
六
）。 

(

35)

山
名
致
豊
書
状
写
（「
閥
閲
録
」
巻
六
七

高
須
惣
左
衛
門
）。 

(

36)

山
名
豊
重
書
状
写
（「
閥
閲
録
遺
漏
」
巻
４
の
２
）。 

(

37)

山
名
豊
重
書
状
写
（「
閥
閲
録
」
巻
四
〇

上
山
庄
左
衛
門
）・
山
名
豊
重
書
状
（「『
福
山
史
料
』
所
収

文
書
」、『
広
島
県
史

古
代
中
世
資
料
編Ⅴ

』）。 

(

38)

山
名
致
豊
書
状
（「
田
総
家
文
書
」
三
九
）。 

(

39)

山
名
豊
重
書
状
（「
田
総
家
文
書
」
四
〇
）。 

(

40)

岡
村
吉
彦
「
戦
国
期
因
幡
国
に
お
け
る
守
護
支
配
の
展
開
と
構
造
」（
市
川
裕
士
編
『
山
陰
山
名
氏
』

所
収
、
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）。 

(

41)

渡
邊
大
門
『
中
世
後
期
山
名
氏
の
研
究
』
第
二
章
（
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）。 

(

42)

川
岡
勉
『
山
名
宗
全
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）。 

(

43)

「
長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座
当
時
在
陣
衆
着
到
」(

『
群
書
類
従
』
巻
五
一
一
）。

備
後
国
衆
の
う
ち
奉
公
衆
の
宮
・
杉
原
・
三
吉
氏
な
ど
も
参
陣
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

(

44)

山
名
俊
豊
書
状
・
山
名
氏
年
寄
連
署
副
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
七
四
・
一
七
五
）。 

(

45)

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
二
年
閏
四
月
五
日
条
。 

(

46)

足
利
義
尹
御
内
書
案
（「
到
津
文
書
」『
大
分
県
史
料

宇
佐
八
幡
宮
文
書
之
一
』）。 

(

47)

「
伊
勢
貞
助
記
」
永
正
十
三
年
十
月
十
六
日
条
（『
新
鳥
取
県
史

資
料
編

古
代
中
世
２
』）。 

(

48)

小
坂
博
之
『
山
名
豊
国
』（
一
九
七
三
年
）。 

(

49)

山
名
致
豊
書
状
写
（「
閥
閲
録
」
巻
四
〇

上
山
庄
左
衛
門
・
巻
六
七

高
須
惣
左
衛
門
）。 

(

50)

柴
原
直
樹
氏
は
山
内
氏
を
山
名
氏
配
下
の
国
人
領
主
の
軍
事
指
導
者
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
（
柴

原
「
毛
利
氏
の
備
後
国
進
出
と
国
人
領
主
」(

村
井
良
介
編
『
安
芸
毛
利
氏
』
所
収
、
岩
田
書
院
、
初
出

は
一
九
九
三
年
）。 

(

51)

川
岡
勉
「
中
世
後
期
の
守
護
支
配
と
石
見
国
衆
」（
前
掲
）。 

(

52)

陶
弘
護
書
状
（「
毛
利
家
文
庫
所
収
文
書
」『
戦
国
遺
文

大
内
氏
編
』
一
三
二
、
以
下
『
戦
遺
』
一
三

二
の
よ
う
に
略
記
す
る
）。 

(

53)

大
内
氏
家
臣
連
署
奉
書
写
（「
小
早
川
家
証
文
」
四
二
二
）。 

(

54)

内
藤
弘
矩
書
状
（「
毛
利
家
文
書
」
一
六
〇
）。 

(

55)

大
内
義
興
書
状
写
（「
閥
閲
録
」
巻
七
三

天
野
求
馬
）・
大
内
義
興
書
状
（「
平
賀
家
文
書
」
四
九
、

『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
四
』）。 

(

56)

大
内
義
弘
挙
状
（「
毛
利
家
文
書
」
一
三
三
六
）。 

(

57)

大
内
政
弘
書
状
（「
福
原
家
文
書
」・「
毛
利
家
文
庫
遠
用
物
」、『
戦
遺
』
一
七
四
・
一
七
五
）。 

(

58)

毛
利
元
就
知
行
注
文
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
五
一
）。 

(

59)

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（「
大
友
家
文
書
録
」、『
大
分
県
史
料

31
』）。 

(

60)

丸
孝
連
書
状
（「
益
田
家
文
書
」
五
八
〇
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
二
十
二
』）。 

(

61)

大
内
政
弘
加
冠
状
写
・
大
内
政
弘
書
状
写
（「
毛
利
家
文
書
」
一
五
二
・
一
五
三
）。 

(
62)

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（「
壬
生
家
文
書
」、『
戦
遺
』
四
八
五
）。 

(
63)
大
内
政
弘
書
状
・
壬
生
晴
富
書
状
案
・
大
内
氏
家
臣
書
状
（「
壬
生
家
文
書
」、『
戦
遺
』
四
九
四
）。 

(

64)

川
岡
勉
「
中
世
後
期
の
守
護
支
配
と
石
見
国
衆
」（
前
掲
）。 

(

65)

大
内
義
興
書
状
（「
平
賀
家
文
書
」
四
三
・
五
〇
・「
毛
利
家
文
書
」
一
八
〇
）。 

(

66)

大
内
義
興
書
状
（「
益
田
家
文
書
」
一
九
四
・
二
四
八
）。 

(

67)

大
内
義
興
書
状
（「
平
賀
家
文
書
」
四
〇
・「
毛
利
家
文
書
」
一
八
〇
）。 

(

68)

「
続
善
隣
国
宝
記
」（『
戦
遺
』
一
五
四
八
）。 

川
岡

勉 
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(

69)

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（「
益
田
家
文
書
」
二
七
五
）。 

(
70)

大
内
政
弘
書
状
（「
福
原
家
文
書
」「
毛
利
家
文
庫
遠
用
物
」、『
戦
遺
』
一
八
七
・
一
八
八
）。 

(
71)
大
内
政
弘
書
状
（「
福
原
家
文
書
」、『
戦
遺
』
一
九
一
）。 

(

72)

山
内
俊
豊
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
七
四
・
三
九
二
）。 

(

73)

小
早
川
弘
平
書
状
写
（「
小
早
川
証
文
」
四
〇
八
）。 

(

74)

安
芸
国
衆
連
署
契
状
写
（「
平
賀
家
文
書
」
一
六
八
）。 

(

75)

毛
利
興
元
盟
約
状
写
（「
小
早
川
証
文
」
二
六
三
）。 

(

76)

上
山
実
広
外
連
署
契
状
（「
毛
利
家
文
書
」
二
〇
七
）。 

(

77)

大
内
義
興
書
状
（「
平
賀
家
文
書
」
四
五
）。 

(

78)

多
賀
山
通
続
同
家
系
図
案
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
二
一
）。 

(

79)

大
内
義
興
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
九
八
・
二
〇
五
）。 

(

80)

大
内
義
興
書
状
写
（「
譜
録

椙
杜
六
郎
広
連
」、『
戦
遺
』
一
九
三
二
）。 

(

81)

陶
興
房
書
状
（「
平
賀
家
文
書
」
六
九
・
七
五
）。 

(

82)

長
谷
川
博
史
「
大
永
七
年
備
後
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
と
陣
城
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
三
〇
、
二
〇

〇
二
年
）。 

(

83)

大
内
義
興
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
一
〇
九
『
山
口
県
史

史
料
編

中
世
３
』）。 

(

84)

陶
興
房
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
一
一
一
）。 

(

85)

山
名
堯
成
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
一
〇
三
）。 

(

86)

太
田
垣
久
朝
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
一
〇
七
）。 

(

87)

大
内
義
興
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
〇
〇
・
二
〇
四
）。 

(

88)

長
谷
川
博
史
「
大
永
七
年
備
後
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
と
陣
城
」（
前
掲
）。 

(

89)

大
内
義
興
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
〇
一
）。 

(

90)

柴
原
直
樹
「
毛
利
氏
の
備
後
国
進
出
と
国
人
領
主
」(

前
掲
）。 

(

91)

木
下
和
司
「
大
永
七
年
九
月
の
備
後
国
衆
和
談
と
山
名
理
興
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
七
四
～
二
七

六
、
二
〇
一
一
年
）。 

(

92)

毛
利
元
就
知
行
注
文
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
五
一
）。 

(

93)

大
内
義
隆
書
状
写
（「
閥
閲
録
」
巻
九
三

井
上
右
衛
門
）。 

(

94)

大
内
義
隆
書
状
（「
宍
戸
家
文
書
」
五
『
山
口
県
史

史
料
編

中
世
３
』）。 

(

95)

毛
利
元
就
知
行
注
文
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
五
一
）。 

(

96)

多
賀
山
通
続
同
家
系
図
案
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
二
一
）。 

(

97)

大
内
義
隆
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
〇
二
）。
大
内
氏
は
安
芸
以
東
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
毛
利

氏
か
ら
の
情
報
に
頼
る
面
が
大
き
く
、
大
内
氏
の
重
臣
で
あ
る
陶
興
房
が
毛
利
氏
の
重
臣
志
道
広
良
に

送
っ
た
書
状
で
は
、
出
雲
・
備
後
・
安
芸
に
つ
い
て
情
勢
の
予
測
と
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
（
陶
興
房
書

状
写
、「
閥
閲
録
」
巻
一
六

志
道
太
郎
右
衛
門
）。
こ
の
書
状
の
中
で
興
房
が
広
良
を
「
彼
国
（
備
後
）

案
内
者
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
備
後
の
事
情
が
毛
利
氏
を
通
じ
て
大
内
氏
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。 

(

98)

長
谷
川
博
史
氏
は
、
大
内
氏
と
尼
子
氏
が
停
戦
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
享
禄
二
年
後
半
か
ら
翌
三
年
初

め
と
推
測
し
て
い
る
（
長
谷
川
「
出
雲
尼
子
氏
と
芸
備
地
域
」『
芸
備
地
方
史
研
究
』
三
〇
五
・
三
〇
六
、

二
〇
一
七
年
））。 

(

99)

尼
子
詮
久
契
約
状
写
（「
毛
利
家
文
書
」
二
一
〇
）。 

(

100)

毛
利
氏
家
臣
連
署
書
状
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
三
九
）。 

(

101)

新
見
国
経
書
状
（「
東
寺
百
合
文
書
」
ヤ
二
二
九
、『
岡
山
県
史

家
わ
け
史
料
』）。 

(

102)

毛
利
氏
家
臣
連
署
書
状
案
（「
毛
利
家
文
書
」
二
三
九
）。 

(

103)

湯
原
幸
清
・
河
副
久
盛
連
署
書
状
（「
吉
川
家
文
書
」
三
六
五
、『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
九
』）。 

(
104)
大
内
義
隆
書
状
写
（「
閥
閲
録

巻
八
一

小
笠
原
友
之
進
」）。 

(
105)
「
閥
閲
録
」
巻
八
三

有
地
右
衛
門
。 

(

106)

尼
子
経
久
書
状
・
尼
子
詮
久
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
〇
六
・
二
〇
七
）。 

(

107)

長
谷
川
博
史
「
出
雲
尼
子
氏
と
芸
備
地
域
」
前
掲
）。 

(

108)

山
名
祐
豊
書
状
写
（「
閥
閲
録

巻
六
七

高
須
惣
左
衛
門
」）。 

(

109)

柴
原
直
樹
「
毛
利
氏
の
備
後
国
進
出
と
国
人
領
主
」（
前
掲
）。
な
お
、
柴
原
氏
は
、
大
内
方
の
軍
事
指

中
世
後
期
備
後
に
お
け
る
守
護
支
配
と
国
衆 
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導
者
と
い
う
地
位
の
獲
得
に
つ
い
て
、
毛
利
氏
が
備
後
国
衆
と
の
関
係
を
強
化
し
、
彼
ら
を
自
ら
を
中
核

と
す
る
領
主
連
合
に
組
織
す
る
た
め
に
こ
の
地
位
を
利
用
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に

領
主
連
合
の
発
展
を
軸
に
す
え
た
評
価
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
毛
利
氏
の
背
後
に
は
大
内
氏
が
い
る
の

で
あ
り
、
毛
利
氏
は
何
よ
り
も
大
内
氏
と
つ
な
が
り
、
大
内
氏
か
ら
軍
事
的
な
権
限
を
付
託
さ
れ
る
こ
と

で
備
後
国
衆
に
対
す
る
指
導
的
な
地
位
に
立
ち
え
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
内
氏
が
毛
利

氏
を
掌
握
す
る
こ
と
で
備
後
に
国
成
敗
権
を
貫
徹
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
と
こ
ろ
に
第
一
義
的
な
評
価

を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

(

110)

木
下
和
司
「
大
永
七
年
九
月
の
備
後
国
衆
和
談
と
山
名
理
興
」（
前
掲
）。 

(

111)

小
早
川
隆
景
書
状
写
（「
譜
録

渡
辺
三
郎
左
衛
門
直
」『
広
島
県
史

古
代
中
世
資
料
編Ⅴ

』）。 

(

112)

山
名
祐
豊
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
一
〇
一
）。 

(

113)

山
名
氏
奉
行
人
連
署
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
一
〇
二
）。 

(

114)

山
名
祐
豊
書
状
・
太
田
垣
諏
之
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
九
七
・
九
六
）。 

(

115)

小
早
川
隆
景
書
状
写
（「
譜
録

渡
辺
三
郎
左
衛
門
直
」、『
広
島
県
史

古
代
中
世
資
料
編Ⅴ

』）。 

(

116)

小
早
川
隆
景
書
状
写
（「
譜
録

渡
辺
三
郎
左
衛
門
直
」、『
広
島
県
史

古
代
中
世
資
料
編Ⅴ

』）。 

(

117)

川
岡
勉
「
毛
利
氏
の
覇
権
確
立
と
家
格
上
昇
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
四
一
、
二
〇
一
六
年
）。 

(

118)

木
下
和
司
「
大
永
七
年
九
月
の
備
後
国
衆
和
談
と
山
名
理
興
」（
前
掲
）。 

(

119)

大
内
義
隆
書
状
（「
藤
井
正
昭
氏
所
蔵
文
書
」、『
新
鳥
取
県
史

資
料
編

古
代
中
世
１
』
六
二
三
号
）。 

(

120)

山
名
宗
詮
書
状
（「
湯
浅
家
文
書
」
八
八
）。 

(

121)

山
名
宗
詮
書
状
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
二
一
〇
・
二
一
一
）。 

(

122)

長
谷
川
博
史
「
出
雲
尼
子
氏
と
芸
備
地
域
」（
前
掲
）。 

 

［
付
記
］
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
（
基
盤
研
究
Ｂ
「
中
世
後
期
の
守
護
権
力
の
構
造
に

関
す
る
比
較
史
料
学
的
研
究
」、
研
究
代
表
者

川
岡
勉
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

川
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